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「第３回 鳥海ダム建設事業の関係地方公共団体からなる 検討の場」

複数の利水等対策案（新規利水及び流水の正常な機能の維持）の
概略評価について

国土交通省 東北地方整備局

平成23年 9月２０日

資料－４
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利水等対策案の概略評価の考え方

● 個別ダムの検証に係る新規利水及び流水の正常な機能の維持の観点からの検討
に当たっては、概略検討により利水対策案を抽出することとしている。

● 以下に、概略検討により利水等対策案を抽出するまでの基本的な考え方を示す。

１．新規利水（水道）対策案は、利水参画者に対して確認した必要な開発量を確認の上、その量を確保する鳥海ダ
ム（案）と同じ容量を確保することを基本として立案する。

２．流水の正常な機能を維持するために必要な流量の補給の検討は、河川整備計画において想定している目標
を達成することを基本として立案する。

３．利水等対策案の検討

利水等対策案は、必要な開発量を確保できるように、単独の利水代替案（ダムに替わる水資源開発施設または
方策をいう。）又は複数の利水代替案の組み合わせで幅広く立案することになるが、利水代替案は「ダム事業の
検証に係る検討に関する再評価実施要領細目」（以下、「細目」という。）に示す１７の方策を参考に、子吉川流
域における適用の可能性について検討する。

４．概略評価による利水等対策案の抽出

・利水等対策案の検討を踏まえ、概略評価によって利水対策案を抽出する。

・概略評価に当たっては、次の例のように概略的に評価（この場合、必ずしも全ての評価軸で評価を行う必要は

ない。）し、一つ以上の評価軸に関して、明らかに不適当と考えられる結果となる場合、当該利水対策案を除くこ

ととする。

イ）制度上、技術上の観点から実現性が低いと考えられる案になっていないか。

ロ）必要としている利水上の効果が得られるか。

ハ）コストが極めて高いと考えられる案になっていないか。

・また、同類の利水対策案が複数ある場合はその中で比較するが、可能であればコスト等について定量的な

検討を行い、最も妥当と考えられる案を抽出する。

※今回提示する施設規模については概略検討として鳥海ダム（案）と同じ容量を確保することを基本としているため、確定したものではない。
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利水対策案の基本的な考え方

利水代替案の概略評価
・新規利水（水道）：１３代替案の組み合わせによる複数の利水対策案（９ケース）の概略評価
・流水の正常な機能の維持：１２代替案の組み合わせによる複数の利水対策案（１４ケース）の概略評価

・第２回「検討の場」において以下
の組み合わせケースを提示
・新規利水：９ケース
・流水の正常な機能の維持：１４ケース

・新規利水（水道） ：現計画を含む３分類、９ケースの組み合わせについて検討し、コスト、実現性の観点から絞り込み抽出 →６案

・流水の正常な機能の維持：現計画を含む３分類、１２ケースの組み合わせについて検討し、コスト、実現性の観点から絞り込み抽出→４案

子吉川流域での利水代替案の評価 ⇒ 代替案別の最大開発規模の検討
・代替案別に可能施設の抽出・・・・・・・・・・・・・・・かさ上げ可能な既設ため池、堰設置箇所 等
・代替案別に可能施設の規模等・・・・・・・・・・・・・既設ため池等のかさ上げ高、堰の設置箇所及び規模 等

各代替案を用いたケース毎の施設配置の概略評価

単独代替案を用いて対策案とするケース 複数代替案を組み合わせて対策案とするケース 複数代替案を組み合わせても必要な効果が得ら
れないケース

優位性（コスト・実現性）の高い組み合わせ※案の抽出

各ケースの対策案の選出

棄 却

※他案と同じ組み合わせとなった場合には
優先順位を変更して組み合わせ案を抽出
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利水代替案の適用性

利水代替案について、

第２回検討の場において、子吉川流域に適用する代替案として以下の
１３代替案（流水の正常な機能の維持は１２代替案）を抽出。

１）ダム（河川整備計画、専用ダム新設） ・・・ ２代替案

２）河口堰（中流部）・・・１代替案

５）河道外貯留施設（貯水池） ・・・ １代替案

６）ダム再開発（かさ上げ・掘削） ・・・ ２代替案

７）他用途ダム容量の買い上げ ・・・ １代替案

９）地下水取水 ・・・ １代替案

１０）ため池（河道外調整池新設、ため池かさ上げ・買取） ・・２代替案

１１）海水淡水化 ・・・ １代替案 （※新規利水（水道）のみ）

１３）ダム使用権の振替 ・・・ １代替案

１４）既得水利の合理化転用 ・・・ １代替案

今回の概略評価にあたり、各代替案の評価を実施したところ、以下の
代替案は実現困難と判断。

９）地下水取水・・・不確実性（※流水の正常な機能の維持のみ）

１３）ダム使用権の振替・・・振替対象となる使用権等がない。

１４）既得水利の合理化転用・・・転用可能な既得水利がない。

よって、第３回検討の場において、子吉川流域に適用する代替案
を１１代替案（流水の正常な機能の維持は９代替案）として、概略
評価を進める。

代替案 施設名 最大可能
開発

容量

（千m3）

現計画 鳥海ダム 17,700

利水専用ダム 鳥海ダムサイト 17,700

河口堰（中流部堰） ①施設（宮内～矢島） 2,124

②施設（矢島上流） 721

河道外貯留施設 施設 6,904

既設ダム有効活用
（かさ上げ）

大内ダムかさ上げ 8,789

既設ダム有効活用
（貯水池掘削）

大内ダム掘削 614

小羽広ダム掘削 1,500

他用途ダム容量買い
上げ

大内ダム（治水） 443

小羽広ダム（治水） 1,551

地下水取水※ 施設 300

河道外調整池 ①施設（宮内～矢島） 16,553

②施設（矢島上流） 1,147

ため池かさ上げ 子吉ため池 160

八塩ため池 302

海水淡水化※ 施設 300

１１代替案の施設規模

※新規利水（水道）のみ
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新規利水（水道）



鳥海ダム完成予想図

利水代替案の適用性評価①（現計画）

○概要

・鳥海ダムを建設し、流水の正常な機能の維持と増進を図るとともに、新規水道用水を補給

・台形CSGダム（H=81.0m、L=365.0m）を新設して容量を確保(新規：300千m3 / 不特定17,700千m3)

鳥海ダム 計画諸元

河川 子吉川

ダム形式 台形ＣＳＧ

堤高/堤頂長 81.0m / 365.0m

流域面積 83.9km2

湛水面積 3.1km2

総貯水容量 47,000,000m3

有効貯水容量 39,000,000m3

利用目的 洪水調節
流水の正常な機能の維持

水道用水

事業主体 国土交通省

治水容量 21,000千m
3

利水容量18,000千m3

・流水の正常な機能の維持17,700千m3

・水道　　　　　　　　　    300千m3

常時満水位EL=411.4m

サーチャージ水位EL=419.1m

最低水位EL=401.2m

堆砂容量 8,000千m
3

有
効

貯
水

容
量

3
9
,0

0
0
千

m
3

総
貯

水
容

量
4
7
,0

0
0
千

m
3

基礎地盤EL=342.0m

ダ
ム

高
8
1
m

鳥海ダム貯水池容量配分図

滝沢頭首工

鳥海ダム

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

滝沢頭首工

鳥海ダム

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

5

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域



※土砂吐きゲートを設置するものとし、堆砂容量としては10年分を見込む
　　　　　　　　　　　　　　「出典：多目的ダムの目的　第1巻　第3章」

利水容量 300千m3

・水道　　   300千m3

常時満水位EL=427.0m

堤頂標高EL=431.0m

最低水位EL=420.1m

堆砂容量 35千m3

総
貯

水
容

量
3
3
5
千

m
3

基礎地盤EL=412.5m

ダ
ム

高
1
8
.5

m

堆砂容量は、施設規模が小さいため「多目的ダムの建設 第１巻 」第３章３）身替り
ダムの容量を参考に、土砂吐ゲートを設置するものとして１０年分を見込むものとした。
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利水代替案の適用性評価②（利水専用ダム新設）

○利水専用ダムについて

・取水地点よりも上流の適地を対象

・鳥海ダム予定地点上流の高野台地区に重力式ダム（H=18.5m、L=161m）を新設して容量を確保(300千m3)
・単独で代替可能

(共同ダムサイト)

利水専用ダムサイト
（高野台）

常時満水位 EL427.0m 

最低水位 EL420.1m 

設計洪水位 EL428. 0m 

ダム天端 EL431.0m 

1
8.

5m
 

堤頂長 161.0 

40.0 28.0 

土砂吐きゲート 

取水口及びスクリーン 

転落防止柵 

常時満水位 EL427.0m 

最低水位 EL420.1m 

設計洪水位 EL428.0m 

ダム天端 EL431.0m 

ダ
ム

高
 
18

.5m
 

ダム軸 

タラップ 

転落防止柵 

3.2m 

13.2m 

土砂吐きゲート 

上流面図

利水専用ダム容量配分図

利水専用ダム 位置図

標準断面図

40.0 8.0 10.5 65.0 9.5 28.0
堤頂長さ 161.0

《新規利水（水道）》

滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

利水専用ダム
新設

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

こ う や の だ い



滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池
玉の池取水口

利水代替案の適用性評価③（河口堰・中流部堰）

○河口堰・中流部堰について

・新規利水の取水地点（玉の池取水口）が湛水域となるような地点を対象

・子吉川11.0kに可動堰を新設して容量を確保(300千m3)
・単独で代替可能

中流堰

-2

-1

0

1

2

3
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5

6

7

8

9

10

10 11 12 13 14 15 16 17 18

最深河床高

高水敷高(左岸)

高水敷高(右岸)

距離標(k)

標高(TP.m)

宮
内
地
点

TP.1.19m以下は無効河積
として取り扱う

既存施設のポンプ取水口の高さ TP.1.19m

湛水位 TP.3.20m

上流面図

平面図

玉の池取水口

子
吉
川
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《新規利水（水道）》

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域



滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

利水代替案の適用性評価④（河道外貯留施設（貯水池））

○河道外貯留施設（貯水池）について

・検証ダムの治水代替施設として検討されている遊水地を対象

・宮内より上流で、宮内に最も近い“鮎瀬下流”を対象に、自然流下で補給可能な高さまで掘削し、多目的遊水地とする(300千m3)
・単独で代替可能

天然ガス井がある
ので、左岸は棄却

右岸を選定

赤線は、遊水地の計画範囲を示す。

斜線部が本検討で確保する貯水池

の範囲を示す。

貯水池平面図

渇水時に補給（自然流下）

平常時に取水（ポンプ取水）

宮内地点

検討対象地点

遊水池候補地

掘削イメージ図

 遊水地 河道

利水容量

治水容量
周
囲
堤

本
堤

遊水地 河道

利水容量

治水容量
周
囲
堤

本
堤

自然流下に

よる補給

平水位

石沢川

子
吉
川

P 堤防 本川貯水池

ポンプ取水イメージ図 8

《新規利水（水道）》

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

河道外貯留施設
(貯水池）



滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

かさ上げ高
1.5m

大内ダム ダムサイトルジオンマップ（ダム建設調査時）

サーチャージ水位EL72.5m

利水代替案の適用性評価⑤-１（ダム再開発（かさ上げ））

○ダムの再開発（かさ上げ）について

・大内ダム（重力式コンクリートダム（H=27.5m,L=106m））の堤体を1.5mかさ上げして容量を確保(300千m3)
・芋川の子吉川合流点付近より取水し宮内地点まで導水(約7.5km)
・単独で代替可能

かさ上げ高1.5m

大内ダム標準横断(非越流部）

大内ダム

導水イメージ

取水地点と

排水地点との

標高差2m

延長L=7.5km

Ｐ
ＰＰ

取水ポンプ
中継ポンプ（１基） 排水ポンプ

Ｑmax＝0.34m3/s

管径φ700mm
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《新規利水（水道）》

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

大内ダム
かさ上げ

導水延長7.5km



フィル部ダム天端
EL100.50

※概略横断は、50mメッシュ標高を基に作成

住宅分布ゾーン

滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

利水代替案の適用性評価⑤-２（ダム再開発（かさ上げ））

○ダムの再開発（かさ上げ）について

・小羽広ダム(H=20.0m)は重力ダムとアースダム（左右岸2ダム）の複合ダム

・各ダムのかさ上げに加えて接合部のかさ上げも必要となり、技術的に難しく、国内ではかさ上げ事例無し

・複合ダムが選定されていることから、左右岸の基礎地質が弱いことが想定され、かさ上げに耐えられない可能性が高い

・堤頂部に多くの放流施設を有しており、かさ上げに伴うこれら設備の取り扱いが難しい

・かさ上げにより家屋、耕地、道路等の補償が発生

・以上の観点から、代替案の検討対象より棄却

治水容量 1,551千m3

サーチャージ水位EL=97.5m

最低水位EL=89.1m

堆砂容量 240千m3 有
効

貯
水

容
量

1
,5

5
1
千

m
3

総
貯

水
容

量
1
,7

9
1
千

m
3

小羽広ダム 容量配分図
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左岸フィルダム
L=58.2m

右岸フィルダム
L=26.25m

重力式コンクリートダム
L=81.75m

多くの放流施設

フィル部ダム天端
EL100.50

小羽広ダム 堤体平面図

重力ダムと
アースダムの複合

小羽広ダム 堤体縦断図

小羽広ダム

《新規利水（水道）》

こ は びろ

小羽広ダム
かさ上げ

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域



滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

大内ダム
貯水池掘削

導水延長7.5km

11

利水代替案の適用性評価⑥-１（ダム再開発（貯水池掘削））

○ダムの再開発（貯水池掘削）について

・大内ダム（重力式コンクリートダムH=27.5m,L=106m）の貯水池周辺の地形は急峻で尾根が高い

・比較的標高の低い尾根を掘削して、容量を確保（300千m3）

・ダム地点からの導水は経済的に不利なため、芋川の子吉川合流点付近より取水し宮内地点まで導水(約7.5km)
・掘削効率が極端に悪く、開発コストは他の案に比べ非常に高い

・単独で代替可能

A

B

【貯水池掘削（案）】
掘削容量：V1=2,224千m3

有効容量：V2=   300千m3

掘 削 高：H=63.11m
法 面 積：A=19千m2

掘削効率
＝有効容量/掘削容量
＝0.13

導水イメージ

取水地点と

排水地点との

標高差2m

延長L=7.5km

Ｐ
ＰＰ

取水ポンプ
中継ポンプ（１基） 排水ポンプ

Ｑmax＝0.34m3/s

管径φ700mm

A B
有効容量

掘削範囲

掘削底標高EL66.89m

常時満水位EL67.0m

※概略横断は、50mメッシュ標高を基に作成

《新規利水（水道）》

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域



【貯水池掘削（案）】
掘削容量：V1=374千m3

有効容量：V2=300千m3

掘 削 高：H=13.0m
法 面 積：A=30千m2

掘削効率
＝有効容量/掘削容量
＝0.80

A

B

掘削範囲

小羽広ダム
滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

導水延長7.5km

小羽広ダム
貯水池掘削
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利水代替案の適用性評価⑥-２（ダム再開発（貯水池掘削））

○ダムの再開発（貯水池掘削）について

・小羽広ダム（ (H=20.0m、重力ダムとアースダム（左右岸2ダム）の複合ダム）の貯水池周辺を掘削して、容量を確保(300千m3)
・ダム地点からの導水は経済的に不利なため、芋川の子吉川合流点付近より取水し宮内地点まで導水(約7.5km)
・単独で代替可能

小羽広ダム

導水イメージ

取水地点と

排水地点との

標高差2m

延長L=7.5km

Ｐ
ＰＰ

取水ポンプ
中継ポンプ（１基） 排水ポンプ

Ｑmax＝0.34m3/s

管径φ700mm

概略横断図

※概略横断は、50mメッシュ標高を基に作成

最低水位89.1mA B

1:2.0

S.W.L97.5m

《新規利水（水道）》

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

こ は びろ



滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

大内ダム
治水容量買い上げ

導水延長7.5km
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利水代替案の適用性評価⑦-１（他用途ダム容量の買い上げ）

○他用途ダム容量の買い上げについて

・大内ダム（重力式コンクリートダムH=27.5m,L=106m）治水容量の一部を買い上げて容量を確保(300千m3)
・ダム地点からの導水は経済的に不利なため、芋川の子吉川合流点付近より取水し宮内地点まで導水(約7.5km)
・常時満水位が上がることから堤体の安全性についての検証が必要

・単独で代替可能

300千m3分を買い上げ
治水容量 443千m3

利水容量183千m3

・流水の正常な機能の維持 84千m3

・水道                  　　　　99千m3

常時満水位EL=67.0m

サーチャージ水位EL=71.0m

最低水位EL=63.0m

堆砂容量 98千m3

有
効

貯
水

容
量

6
2
6
千

m
3

総
貯

水
容

量
7
2
4
千

m
3

大内ダム
※治水容量買い上げに伴って必要な

河道整備費用は含んでいない

導水イメージ

大内ダム 容量配分図

取水地点と

排水地点との

標高差2m

延長L=7.5km

Ｐ
ＰＰ

取水ポンプ
中継ポンプ（１基） 排水ポンプ

Ｑmax＝0.34m3/s

管径φ700mm

《新規利水（水道）》

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域



滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

小羽広ダム
治水容量買い上げ

導水延長7.5km
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治水容量 1,551千m
3

サーチャージ水位EL=97.5m

最低水位EL=89.1m

堆砂容量 240千m3 有
効

貯
水

容
量

1
,5

5
1
千

m
3

総
貯

水
容

量
1
,7

9
1
千

m
3

利水代替案の適用性評価⑦-２（他用途ダム容量の買い上げ）

小羽広ダム 容量配分図

300千m3分を買い上げ

大内ダム
小羽広ダム

○他用途ダム容量の買い上げについて

・小羽広ダム(H=20.0m)の治水容量の一部を買い上げて容量を確保(300千m3)
・ダム地点からの導水は経済的に不利なため、芋川の子吉川合流点付近より取水し宮内地点まで導水(約7.5km)
・常時満水位が上がることから堤体の安全性についての検証が必要

・単独で代替可能

導水イメージ

取水地点と

排水地点との

標高差2m

延長L=7.5km

Ｐ
ＰＰ

取水ポンプ
中継ポンプ（１基） 排水ポンプ

Ｑmax＝0.34m3/s

管径φ700mm

※治水容量買い上げに伴って必要な
河道整備費用は含んでいない

《新規利水（水道）》

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

こ は びろ



○地下水取水について

・現在の子吉川流域での地下水利用は山間部の簡易水道や小規模水道といった小規模な施設に限定されている

・水質的には、秋田県の調査結果では一部の地区で基準値を満足しない箇所はあるものの全体的な問題はみられない

・既往の地下水開発に関する調査結果※によれば、由利本荘市近郊で取水可能とされている箇所として西目地下水盆が挙げられている

が、その利用可能量は0.012m3/sとなっており賦存量はそれほど期待できない。また、鉄、マンガン、色度、濁度、臭気、大腸菌群数に

ついて、水質基準に不適合となっている

・地下水取水に伴う地盤沈下が発生する可能性や、渇水の必要時期に利用可能であるかどうか不確実な面がある

※「鳥海山周辺の地質と地下水 (東北農政局計画部) 昭和61年3月」

単位：mg/L
　 調査実施主体 秋田県 秋田県 秋田県 秋田県 秋田県 秋田県 秋田県 秋田県 秋田県 秋田県

市区町村名 由利本荘市 由利本荘市 由利本荘市 由利本荘市 由利本荘市 由利本荘市 由利本荘市 由利本荘市 由利本荘市 由利本荘市
地区名 葛法 矢島町七日町 岩城内道川 石脇 石脇 石脇 大浦 大浦 大浦 大浦

調査地点詳細 一般家庭 一般家庭 一般家庭 一般家庭 一般家庭 一般家庭 事業所 事業所 事業所 事業所
用途区分 生活用水 生活用水 生活用水 一般飲用 一般飲用 一般飲用 その他 その他 その他 その他
調査区分 概況調査 概況調査 概況調査 継続監視調査 継続監視調査 継続監視調査 継続監視調査 継続監視調査 継続監視調査 継続監視調査

採取年月日 2009年9月16日 2009年9月16日 2009年9月16日 2009年9月15日 2009年9月15日 2009年9月15日 2009年9月15日 2009年9月15日 2009年9月15日 2009年9月15日
カドミウム 0.003 < 0.001 < 0.001 < 0.001
全シアン 0.01 < 0.1 < 0.1 < 0.1

鉛 0.01 < 0.005 < 0.005 < 0.005
六価クロム 0.05 < 0.01 < 0.01 < 0.01

砒素 0.01 < 0.005 < 0.005 < 0.005
総水銀 0.0005 < 0.0005 < 0.0005 < 0.0005

ジクロロメタン 0.02 < 0.002 < 0.002 < 0.002
四塩化炭素 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0002

1,2-ジクロロエタン 0.004 < 0.0004 < 0.0004 < 0.0004
1,1-ジクロロエチレン 1 < 0.002 < 0.002 < 0.002

シス-1,2-ジクロロエチレン 0.04 < 0.004 < 0.004 < 0.004 < 0.004 26 < 0.004 < 0.004
1,1,1-トリクロロエタン - < 0.0005 < 0.0005 < 0.0005 < 0.0005 < 0.0005 < 0.0005 < 0.0005
1,1,2-トリクロロエタン - < 0.0006 < 0.0006 < 0.0006

トリクロロエチレン 0.01 < 0.002 < 0.002 < 0.002 0.004 18 < 0.002 < 0.002
テトラクロロエチレン 0.01 < 0.0005 < 0.0005 < 0.0005
1,3-ジクロロプロペン - < 0.0004 < 0.0004 < 0.0004

チウラム - < 0.0006 < 0.0006 < 0.0006
シマジン - < 0.0003 < 0.0003 < 0.0003

チオベンカルブ - < 0.002 < 0.002 < 0.002
ベンゼン 0.01 < 0.001 < 0.001 < 0.001
セレン 0.01 < 0.002 < 0.002 < 0.002

硝酸性窒素 10 1.1 0.52 0.85 6.3 14 30
亜硝酸性窒素 0.05 < 0.01 < 0.01 < 0.01 < 0.01 < 0.01 < 0.01

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 10 1.1 0.53 0.86 6.3 14 30
ふっ素 0.8 0.14 < 0.08 < 0.08
ほう素 1 < 0.1 < 0.1 < 0.1

水
道
水
質

基
準
値

（ｍｇ/L）

秋田県による地下水の水質調査（H21）結果
単位：mg/L

　 調査実施主体 秋田県 秋田県 秋田県 秋田県 秋田県 秋田県 秋田県 秋田県 秋田県 秋田県
市区町村名 由利本荘市 由利本荘市 由利本荘市 由利本荘市 由利本荘市 由利本荘市 由利本荘市 由利本荘市 由利本荘市 由利本荘市

地区名 葛法 矢島町七日町 岩城内道川 石脇 石脇 石脇 大浦 大浦 大浦 大浦
調査地点詳細 一般家庭 一般家庭 一般家庭 一般家庭 一般家庭 一般家庭 事業所 事業所 事業所 事業所

用途区分 生活用水 生活用水 生活用水 一般飲用 一般飲用 一般飲用 その他 その他 その他 その他
調査区分 概況調査 概況調査 概況調査 継続監視調査 継続監視調査 継続監視調査 継続監視調査 継続監視調査 継続監視調査 継続監視調査

採取年月日 2009年9月16日 2009年9月16日 2009年9月16日 2009年9月15日 2009年9月15日 2009年9月15日 2009年9月15日 2009年9月15日 2009年9月15日 2009年9月15日
カドミウム 0.003 < 0.001 < 0.001 < 0.001
全シアン 0.01 < 0.1 < 0.1 < 0.1

鉛 0.01 < 0.005 < 0.005 < 0.005
六価クロム 0.05 < 0.01 < 0.01 < 0.01

砒素 0.01 < 0.005 < 0.005 < 0.005
総水銀 0.0005 < 0.0005 < 0.0005 < 0.0005

ジクロロメタン 0.02 < 0.002 < 0.002 < 0.002
四塩化炭素 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0002

1,2-ジクロロエタン 0.004 < 0.0004 < 0.0004 < 0.0004
1,1-ジクロロエチレン 1 < 0.002 < 0.002 < 0.002

シス-1,2-ジクロロエチレン 0.04 < 0.004 < 0.004 < 0.004 < 0.004 26 < 0.004 < 0.004
1,1,1-トリクロロエタン - < 0.0005 < 0.0005 < 0.0005 < 0.0005 < 0.0005 < 0.0005 < 0.0005
1,1,2-トリクロロエタン - < 0.0006 < 0.0006 < 0.0006

トリクロロエチレン 0.01 < 0.002 < 0.002 < 0.002 0.004 18 < 0.002 < 0.002
テトラクロロエチレン 0.01 < 0.0005 < 0.0005 < 0.0005
1,3-ジクロロプロペン - < 0.0004 < 0.0004 < 0.0004

チウラム - < 0.0006 < 0.0006 < 0.0006
シマジン - < 0.0003 < 0.0003 < 0.0003

チオベンカルブ - < 0.002 < 0.002 < 0.002
ベンゼン 0.01 < 0.001 < 0.001 < 0.001
セレン 0.01 < 0.002 < 0.002 < 0.002

硝酸性窒素 10 1.1 0.52 0.85 6.3 14 30
亜硝酸性窒素 0.05 < 0.01 < 0.01 < 0.01 < 0.01 < 0.01 < 0.01

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 10 1.1 0.53 0.86 6.3 14 30
ふっ素 0.8 0.14 < 0.08 < 0.08
ほう素 1 < 0.1 < 0.1 < 0.1

水
道
水
質

基
準
値

（ｍｇ/L）

秋田県による地下水の水質調査（H21）結果

芋
川

水道事業名 水源名 種別
計画取水量

（m3/日）

日平均取水量
実績（H22）

(m3/日)

実績-計画
(m3/日)

備　考

1 観音下取水井 浅井戸 150 0 －
プール用水として使用していたが、プー
ルが廃止となったため停止

2 内道川取水井 浅井戸 68 67 -1
3 鳥森取水井 浅井戸 150 148 -2

4 井戸ノ沢取水井 浅井戸 190 0 －
水質基準を満たさなくなったのでH8に停
止（クリプトスポリジウムを検出）

5 第1水源 浅井戸 21
6 第2水源 浅井戸 12
7 第1水源 浅井戸 6.38
8 第2水源 浅井戸 6.38
9 黒沢 黒沢水源 浅井戸 12.3 5 -7

10 第1水源 浅井戸 5.63
11 第2水源 浅井戸 9.75
12 沼 沼水源 浅井戸 16.03 4 -12

647 237 -70

2 -13

合　　　　　　計
※小規模水道は取水量を計測していないため、給水量＝取水量として整理

9 -24

高村 2 -11

簡
易
水
道

道川

小
規
模
水
道

杉森

新沢

小規模、簡易水道における地下水水源の取水実績（H22）

芋
川

水道事業名 水源名 種別
計画取水量

（m3/日）

日平均取水量
実績（H22）

(m3/日)

実績-計画
(m3/日)

備　考

1 観音下取水井 浅井戸 150 0 －
プール用水として使用していたが、プー
ルが廃止となったため停止

2 内道川取水井 浅井戸 68 67 -1
3 鳥森取水井 浅井戸 150 148 -2

4 井戸ノ沢取水井 浅井戸 190 0 －
水質基準を満たさなくなったのでH8に停
止（クリプトスポリジウムを検出）

5 第1水源 浅井戸 21
6 第2水源 浅井戸 12
7 第1水源 浅井戸 6.38
8 第2水源 浅井戸 6.38
9 黒沢 黒沢水源 浅井戸 12.3 5 -7

10 第1水源 浅井戸 5.63
11 第2水源 浅井戸 9.75
12 沼 沼水源 浅井戸 16.03 4 -12

647 237 -70

2 -13

合　　　　　　計
※小規模水道は取水量を計測していないため、給水量＝取水量として整理

9 -24

高村 2 -11

簡
易
水
道

道川

小
規
模
水
道

杉森

新沢

小規模、簡易水道における地下水水源の取水実績（H22）

採水年月日

採水地点

分析結果 基準値

アンモニア性窒素 (mg/L) --

亜硝酸性窒素 (mg/L) 0.00 <10

硝酸性窒素 (mg/L) 0.00 <10

窒素イオン (mg/L) 26.9

過マンガン酸カリウム消費量 (mg/L) 3.5 <3.0

一般細菌数(1mL中) 13 <100

大腸菌群数(50mL中) 陽性（確定試験) 検出されないこと

シアンイオン (mg/L) 0.00 <0.01

水銀 <0.005

有機燐 (mg/L) 0.00

銅 (mg/L) 0.00 <1.0

鉄 (mg/L) 4.32 <0.3

マンガン (mg/L) 0.57 <0.01

亜鉛 (mg/L) 0.004 <1.0

鉛 (mg/L) 0.00 <0.01

六価クロム (mg/L) 0.00 <0.05

砒素 (mg/L) 0.00 <0.01

フッ素 (mg/L) 0.00 <0.8

硬度 (mg/L) 44.3 <300

蒸発残留物 (mg/L) 163 <500

フェノール類 (mg/L) 不検出 <0.005

陰イオン活性剤 (mg/L) 不検出 <0.2

水素イオン濃度 6.8 5.8～8.6

臭気 泥臭 異常でないこと

味 異常なし 異常でないこと

色度 (度) 84.4 <5

濁度 (度) 2.3 <2

カドミウム (mg/L) 0.00 <0.003

水銀（原子吸光） (mg/L) 0.00

残留塩素 -- <1.0

昭和54年10月11日

子吉川南部地区下水調査

水道事業名 水　源　名 種　別 水道事業名 水　源　名 種　別

１．上水道 　１．松ヶ崎 松ヶ崎第１水源 湧　水
（１）本荘・西目 黒森川第一貯水池 貯水池 松ヶ崎第３水源 〃
　　　地域 黒森川第二貯水池 〃 松ヶ崎第６水源 〃

子吉川玉ノ池水源 表流水（子吉川） 神沢水源 〃
石沢泉水水源 湧　水 折林水源 〃
石沢鍔出川水源 表流水 芦川水源 ダム直接
大浦水源 湧　水 　２．山内 水源 湧　水
四角井戸溜池 表流水 　３．熊之子沢 水源 表流水
小計 　 　４．元町南 水源 〃

（２）矢島地域 花立第１貯水池 表流水（金井川） 　５．花立 花立第１貯水池 〃
花立第２貯水池 〃 　６．亀田 衣川水源 〃
小計 力井田沢川水源 〃

（３）由利地域 子吉川向小山田水源 表流水（子吉川） 　７．道川 板沢堰堤 〃
小計 義士屋敷堰堤 〃

（４）鳥海地域 奥山水源 湧　水 観音下取水井 浅井戸
離森水源 〃 内道川取水井 〃
百宅水源 〃 鳥森取水井 〃
上直根水源 〃 井戸ノ沢取水井 〃
砂子水源系 〃 　８．平石・堰口 水源 湧　水
大池水源 〃 　９．田代・屋敷 水源 表流水
荒見水源 〃 水源 湧　水

１０．岩谷 代内水源 表流水
１１．岩谷麓 第１取水井 湧　水

第２取水井 〃
水道事業名 水　源　名 種　別 第３取水井 〃

　１．沢内 沢内水源 湧　水 １２．大倉沢 第１取水井 〃
　２．ニタ子 ニタ子水源 〃 第２取水井 〃
　３．杉森 第１水源 浅井戸 第３取水井 〃

第２水源 〃 １３．大内第二 大内ダム ダム放流
　４．高村 第１水源 〃 １４．大内第三 大小屋 湧　水

第２水源 〃 小栗山・代内系第１ 〃
　５．黒沢 黒沢水源 〃 小栗山・代内系第２ 〃
　６．新沢 第１水源 〃 小栗山・代内系第３ 〃

第２水源 〃 滝 〃
　７．沼 沼水源 〃 羽広第１ 〃

羽広第２ 〃
１５．東由利 ボツメキ水源 〃

牧山水源 表流水
善徳水源 〃

１６．大琴 男清水水源 湧水
女清水水源（補助） 〃

上水道 簡易水道

小規模水道

水源状況一覧

水道事業名 水　源　名 種　別 水道事業名 水　源　名 種　別

１．上水道 　１．松ヶ崎 松ヶ崎第１水源 湧　水
（１）本荘・西目 黒森川第一貯水池 貯水池 松ヶ崎第３水源 〃
　　　地域 黒森川第二貯水池 〃 松ヶ崎第６水源 〃

子吉川玉ノ池水源 表流水（子吉川） 神沢水源 〃
石沢泉水水源 湧　水 折林水源 〃
石沢鍔出川水源 表流水 芦川水源 ダム直接
大浦水源 湧　水 　２．山内 水源 湧　水
四角井戸溜池 表流水 　３．熊之子沢 水源 表流水
小計 　 　４．元町南 水源 〃

（２）矢島地域 花立第１貯水池 表流水（金井川） 　５．花立 花立第１貯水池 〃
花立第２貯水池 〃 　６．亀田 衣川水源 〃
小計 力井田沢川水源 〃

（３）由利地域 子吉川向小山田水源 表流水（子吉川） 　７．道川 板沢堰堤 〃
小計 義士屋敷堰堤 〃

（４）鳥海地域 奥山水源 湧　水 観音下取水井 浅井戸
離森水源 〃 内道川取水井 〃
百宅水源 〃 鳥森取水井 〃
上直根水源 〃 井戸ノ沢取水井 〃
砂子水源系 〃 　８．平石・堰口 水源 湧　水
大池水源 〃 　９．田代・屋敷 水源 表流水
荒見水源 〃 水源 湧　水

１０．岩谷 代内水源 表流水
１１．岩谷麓 第１取水井 湧　水

第２取水井 〃
水道事業名 水　源　名 種　別 第３取水井 〃

　１．沢内 沢内水源 湧　水 １２．大倉沢 第１取水井 〃
　２．ニタ子 ニタ子水源 〃 第２取水井 〃
　３．杉森 第１水源 浅井戸 第３取水井 〃

第２水源 〃 １３．大内第二 大内ダム ダム放流
　４．高村 第１水源 〃 １４．大内第三 大小屋 湧　水

第２水源 〃 小栗山・代内系第１ 〃
　５．黒沢 黒沢水源 〃 小栗山・代内系第２ 〃
　６．新沢 第１水源 〃 小栗山・代内系第３ 〃

第２水源 〃 滝 〃
　７．沼 沼水源 〃 羽広第１ 〃

羽広第２ 〃
１５．東由利 ボツメキ水源 〃

牧山水源 表流水
善徳水源 〃

１６．大琴 男清水水源 湧水
女清水水源（補助） 〃

上水道 簡易水道

小規模水道

水源状況一覧

西目地下水盆における水質調査結果

利水代替案の適用性評価⑧（地下水取水１／２）
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《新規利水（水道）》

※秋田県 生活環境部 環境管理課提供資料（H23.7）より

※由利本荘市ガス水道局提供資料（H20.7時点）より ※東北農政局「鳥海山周辺の地質と地下水」（S61.3）より

※由利本荘市 上下水道課提供資料
（H23.7）より



地下水取水

導水0.5km
30

0m

子吉浄水場

既設導水路

滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池
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利水代替案の適用性評価⑧（地下水取水２／２）

○地下水取水について

前述P15のとおり地下水盆の利用可能量は特定できていないが、仮に取水可能とした場合の条件を以下のとおり仮定し規模を設定

・流域内で浄水場に比較的近い平野部である由利本荘市（船岡・葛法地区）を対象に揚水井を配置

・井戸の深さは、既往検討※における近隣の試験井の深さを適用し100mと仮定

・揚水井の間隔は、地下水採取規制に関する条例の許可条件として示されている井戸の間隔を参考に300mと仮定

・取水可能量が不明であるため、一つの揚水井からの取水量は、2,500m3/日（0.028m3/s）と仮定（12箇所）

・口径は、取水量との関係により定められる一般的な目安値を適用し、揚水井の口径は350mm、揚水管の口径は200mmと仮定

・各揚水井で取水した地下水は横引き管により集積し、近傍の子吉川浄水場へ向かう導水管まで導水(約0.5km)
・今後、地下水利用可能箇所の選定、取水可能量や水質の調査など詳細な検討を行う必要がある

※「鳥海山周辺の地質と地下水 (東北農政局計画部) 昭和61年3月」

地下水取水

導水延長
0.5km

本荘平野の地形分類と地下水域境界

出典：地下水要覧

地下水域境界

検討対象範囲

《新規利水（水道）》

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

ふな おか ･ くず のり

導水イメージ

※玉之池取水口から子吉浄水場への導水管

暗渠
510m

Ｐ

揚井戸 導水管

Ｑmax＝0.34m3/s

管径φ700mm



滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池
河道外貯留施設

(貯水池）
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利水代替案の適用性評価⑨（河道外貯留施設（調整池））

○河道外貯留施設（調整池）について

・検証ダムの治水代替施設として検討されている遊水地を対象

・宮内より上流で、宮内に最も近い“鮎瀬下流”を対象に、自然流下で補給可能な高さまで掘削し、多目的遊水地とする(300千m3)
・単独で代替可能

天然ガス井がある
ので、左岸は棄却

右岸を選定

赤線は、遊水地の計画範囲を示す。

斜線部が本検討で確保する貯水池

の範囲を示す。

貯水池平面図

渇水時に補給（自然流下）

平常時に取水（ポンプ取水）

宮内地点

検討対象地点

遊水池候補地

石沢川

子
吉
川

自然流下に

よる補給掘削イメージ図

河道

利水容量

本
堤

河道

利水容量

堤内地盤高

本
堤

平水位

河道外貯留施設（貯水池）と同じ

P 堤防 本川貯水池

ポンプ取水イメージ図

《新規利水（水道）》

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域



滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

黒森川第一貯水池
黒森川第二貯水池

黒森川第一貯水池

黒森川第二貯水池

○黒森川第一・第二貯水池のかさ上げについて

・黒森川第一貯水池（昭和23年築造）は昭和32年、昭和50年と過去2回のかさ上げを実施しており、貯水池のＨＷＬは黒森川第二貯水

池の堤体法尻高と一致し、施設配置の面から見た上限までかさ上げが実施されている

・黒森川第二貯水池（大正8年築造）は昭和35年の貯水池買い取り後、昭和49年にかさ上げを実施しており、左右岸の地形的高まりが

堤体天端と同じ高さであり、地形的制約の上限までかさ上げが実施されている

・過去の拡張工事により最大限のかさ上げが実施済みであり、これ以上のかさ上げは困難であることから、代替案の検討対象より棄却

黒森川第一貯水池のHWLと
黒森川第二貯水池の堤体の
法尻高は一致

項　目

池　　名 黒森川第一貯水池 黒森川第二貯水池

総貯水容量 1,305,000m3 －－

有効貯水容量 1,300,000m3 700,000m3

型　　式 ゾーン型フィルダム 均一型フィルダム

堤　　高 26m 11m
設計満水位 204.2m －－

設計洪水位 205.2m －－

諸　　元

堤体の概略断面図

黒森川第一貯水池

黒森川
第二貯水池

子吉ため池

利水代替案の適用性評価⑩-１（河道外貯留施設（黒森川第一・第二貯水池かさ上げ））
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黒森川第二貯水池 概略縦断図

子吉ため池

EL.220m

EL.215m

EL215.750
黒森川第二貯水池堤体

左右岸部に地形的な高まりは無い

※概略横断は、50mメッシュ標高を基に作成

《新規利水（水道）》

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域



滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

利水代替案の適用性評価⑩-２（河道外貯留施設（子吉ため池かさ上げ））

※由利本荘市ガス水道局提供データより
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○子吉ため池のかさ上げについて

・均一型フィルダム（H=14.3m,L=239.4m)
・かさ上げによる堤体高の上限は“ため池整備”の設計指針※適用上限の15m、または、既往の事例から現堤体高の1.5倍程度

（かさ上げにより堤体高さが15mを超えた場合、適用する基準は“ダム”になるため、堤体そのものを新たに構築する必要が生じる）

・最大かさ上げ高0.7mを適用して容量を確保(160千m3)
・現施設において、3年に1度、由利本荘市が定める渇水対策基準容量を下回ることから、安定した水源を確保するため子吉川からの導

水が必要（導水延長4.7km)
・単独では容量が不足するため、組み合わせ案として検討 ※「土地改良事業設計指針「ため池整備」

子吉ため池
かさ上げ

導水延長
4.7km

228.13

227.43

217
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230

0 200 400 600 800 1000 1200 1400 1600
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貯水容量(千m3)

1,030 1,190

160千m3

子吉ため池 H-V曲線図
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渇水対策貯水池基準容量 1,000千m3

渇
水

通
常

(133日)

(78日)

(150日)

(250日)

(190日)

(122日)

黒森川貯水池は、32年間
のうち11ヵ年で渇水対策

基準容量を下回っている

子吉ため池

全 流 域 面 積 ：2.810km2

（現況）貯水池面積 ：0.224km2

子吉ため池 本堤体断面

導水イメージ

取水地点と

排水地点との

標高差200m

延長L=4.7km

Ｐ
ＰＰ

取水ポンプ
中継ポンプ（１０基） 排水ポンプ

Ｑmax＝0.21m3/s

管径φ600mm

《新規利水（水道）》

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域



滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

958

217.06

1,258

220.04

190

195

200

205

210

215

220

225

0 200 400 600 800 1000 1200 1400

貯水容量(千m3)

標高(m)

300千m3

八塩ため池
かさ上げ
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利水代替案の適用性評価⑩-３（河道外貯留施設（八塩ため池かさ上げ））

○八塩ため池のかさ上げについて

・均一型フィルダム（H=27.0m,L=175.4m) 
・かさ上げによる堤体高の上限は、耐震性の観点から30m程度※、または、既往のかさ上げ事例から現堤体高の1.5倍程度とする

・約3.0mかさ上げして容量を確保（300千m3)
・単独で代替可能 ※「河川管理施設等構造令 規則第10条」

八塩ため池 H-V曲線図

八塩ため池 堤体断面

EL.221.980

八塩ため池

《新規利水（水道）》

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域



滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

旧堤 EL.363.10m

WL.366.10m
DH 368.10m

大谷地ため池

利水代替案の適用性評価⑩-４（河道外貯留施設（大谷地ため池かさ上げ））

○大谷地ため池のかさ上げについて

・大谷地ため池は、明治43年に築造、昭和30年にかさ上げを実施済（H=14.2m、L=359.0m、V=3,530千m3）

・右岸部の高まりは、堤体天端と同じ高さであり、地形的制約の上限まで既にかさ上げが実施

・右岸部に地形的な高まりはなく、これ以上のかさ上げは困難であることから、代替案の検討対象より棄却

堤体天端高と同じ
EL.368.1m

かさ上げすると溢水
する可能性がある

EL368.1m

大谷地ため池 堤体縦断面

大谷地ため池 周辺地形横断面
※概略横断は、50mメッシュ標高を基に作成
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《新規利水（水道）》

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域



滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

海水淡水化施設

導水延長5.7km
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利水代替案の適用性評価⑪（海水淡水化施設）

○海水淡水化について

・子吉川河口部の左岸に海水淡水化施設を建設し、新規利水で必要とされる最大29,340m3/日を取水

・淡水化処理を行った水を近傍の浄水場まで導水(約5.7km)
・単独で代替可能

処理フロー図

宮内地点

海水淡水化施設

候補地

子吉浄水場

導水イメージ

※浄水場のポンプにて揚水

5,700m
暗渠

海水淡水化施設 浄水場

Ｑmax＝0.340m3/s

Ｐ

浄水場

管径φ700mm

出典：福岡地区水道企業団HP

《新規利水（水道）》

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域



滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池
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○ダム使用権等の振替について

・子吉川流域内にある既設ダムは大内ダム、小羽広ダムの2ダム

・各ダムとも未利用量は発生しておらず、代替案検討の対象より棄却

利水代替案の適用性評価⑫（ダム使用権等の振替）

区 分 ダム

名 称 大内ダム 小羽広ダム

写 真

河 川 支川芋川支流 支川芋川支流

目 的 Ｆ,Ｎ,Ｗ Ｆ

型 式 重力式コンクリート 重力式コンクリート・フィル複合

堤 高 27.5 m 20.0 m
堤頂長 106.0 m 166.2 m
流域面積 3.4 km2 29.8 km2

湛水面積 0.13 km2 0.35 km2

総貯水容量 724 千m3 1,791 千m3

容量配分図

管理者 秋田県 由利本荘市

治水容量 1,551千m
3

サーチャージ水位EL=97.5m

最低水位EL=89.1m

堆砂容量 240千m
3 有

効
貯

水
容

量
1
,5

5
1
千

m
3

総
貯

水
容

量
1
,7

9
1
千

m
3

治水容量 443千m
3

利水容量183千m
3

・流水の正常な機能の維持 84千m3

・水道                  　　　　99千m3

常時満水位EL=67.0m

サーチャージ水位EL=71.0m

最低水位EL=63.0m

堆砂容量 98千m
3

有
効

貯
水

容
量

6
2
6
千

m
3

総
貯

水
容

量
7
2
4
千

m
3

《新規利水（水道）》

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

こ は びろ



滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池
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○既得水利の合理化・転用

・子吉川水系の既得水利権の状況を確認したところ、合理化・転用に活用できるものはないことから、代替案検討の対象より棄却

図中の取水量について

（単位：m
3
/s）

※発電所は最大値を示す。

31 袖 川 発 電 所

29 鳥 海 第 ３ 発 電 所

28 鳥 海 第 ２ 発 電 所
30 板 平 発 電 所

27 鳥 海 第 １ 発 電 所

25 上 川 内 堰 土 地 改 良 区 0.6000 0.4500 0.2000

26 郷 内 発 電 所

24 長 坂 頭 首 工 0.1380 0.1380 ――

笹 子 川

23 坂 之 下 頭 首 工 0.1510 0.1140 ――

22 立 石 頭 首 工 0.3620 0.2658 ――

矢 　島
■

21 大 川 田 北 頭 首 工 0.1770 0.1770 ―― 19 川 辺 揚 水 機 0.1700 0.1200 ――

20 小 板 戸 頭 首 工 0.0540 0.0540 ――

17 滝 沢 頭 首 工 2.9930 2.1590 0.8700

18 木 在 揚 水 機 0.0520 0.0310 ――

16 由 利 町 水 道
通年取水

明 　法
■

鮎 瀬 頭 首 工 0.6900 0.2950 ―― 鮎 川
石 橋 揚 水 機 0.1250 0.1250 ――

15 妻 屋 下 揚 水 機 0.1480 0.1120 ――

石 沢 川

鳥 田 目 揚 水 機 1.1700 1.0350 1.0000
新 小 屋 揚 水 機 0.0400 0.0360 ――

13 向 中 島 揚 水 機 0.1040 0.0880 ――
14 玉 ノ 池 取 水 口 0.4170 0.4170 ――

11 本 荘 市 上 水 道

宮 　内 通年取水

■
12 茨 野 揚 水 機 0.0160 0.0080 ――

10 三 条 揚 水 機 0.2360 0.1430 ――

9 下 久 保 揚 水 機 0.0670 0.0450 ――
7 岡 本 揚 水 機 0.1800 0.1800 ――

8 本 荘 第 ２ 揚 水 機 0.1820 0.1440 ――

6 三 六 沢 揚 水 機 0.0130 0.0130 ――

4 二 十 六 木 揚 水 機 0.0276 0.0248 ――
5 本 荘 第 ３ 揚 水 機 0.1590 0.1260 ――

二十六木橋
■

3 土 谷 揚 水 機 0.1100 0.0800 ――

2 清掃センター処理用水
通年取水

1 川 口 下 中 島 揚 水 機 0.0356 0.0215 ――

芋 川 本荘大橋
■

■は水位・水質観測所を示す。

日　　本　　海

代かき期 普通期 非かんがい期

1.668

0.700

3.890

12.0　(鶯川から3.0)

14.000

6.820

0.025

0.0540

0.0180

鳥海ダム

利水代替案の適用性評価⑬（既得水利権の合理化・転用） 《新規利水（水道）》

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

水利権 模式図



利水対策案の立案（ケースの組み合わせ）

○新規利水（水道）

《新規利水（水道）》
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○利水対策案（新規利水（水道））の一覧表

・第２回「検討の場」においては、新規利水９ケースの組み合わせを提示していたが、子吉川流域での利水代替案の評価の結果（代替案

別の可能施設の抽出・規模等の検討）、「鳥海ダムを中心とした組み合わせ」及び「利水専用ダムを中心とした組み合わせ」については、

鳥海ダム及び利水専用ダム単独がコスト的に安価であるため、単独代替案としての評価を行うこととした

・「ダム以外を中心とした組み合わせ」については、単独で必要量の確保が可能であるため、単独代替案としての評価を行うこととし、合計

以下の９ケースにおいて概略評価を行うこととした

分類 ケース

かさ上げ
（大内ダム）

貯水池掘削
（大内ダム）

貯水池掘削
（小羽広ダム）

（大内ダム） （小羽広ダム） （子吉ため池） （八塩ため池）

河川整備計画 1 V=300千m
3

利水専用ダム 2
H=18.5m

V=300千m
3

3
中流部堰　n=1箇所

V=300千m
3

4
n=1箇所

V=300千m
3

5
H=＋1.5m

V=300千m
3

6
治水容量買い上げ

V=300千m
3

7
揚水井　n=12本

V=300千m
3
相当

8
H=＋2.98m

V=300千m
3

9
n=1箇所

V=300千m
3
相当

河道外貯留施設
（調整池）

鳥海ダム 利水専用ダム新設 河口堰・中流部堰
河道外貯留施設

（貯水池）

ダム以外を中心と
した組み合わせ

河川区域外での対応

ダム再開発

海水淡水化施設

河道外貯留施設（ため池かさ上げ）

河川区域内での対応

他用途ダム容量買い上げ

地下水取水

※ダム再開発については、「大内ダムかさ上げ」「大内ダム貯水池掘削」「小羽広ダム貯水池掘削」のうち、最も安価である「大内ダムかさ上げ」を対象とした。
※他用途ダム容量買い上げについては、「大内ダム」「小羽広ダム」のうち、安価である「小羽広ダム」を対象とした。
※河道外貯留施設（ため池かさ上げ）については、「子吉ため池」「八塩ため池」のうち、安価である「八塩ため池」を対象とした。
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利水対策案 １ （現計画）

鳥海ダムの建設

◇利水対策案の概要
■対策案の施設規模は、新規利水300千m3  としている。

■新規利水については、鳥海ダムの建設にて対応する。

■制度上、技術上の問題はない。
※対策案に関する施設管理者、利水関係者等との事前協議や調整は別途行う必要がある

※対策案の施設規模はダム事業者や水利使用許可権者として有している情報により可能な範囲で検討したものであり、変更となることがある

■水資源開発施設諸元

鳥海ダム(300千m3)

対策案 １ 採用案の施設組み合わせ

新規利水（水道）

滝沢頭首工

鳥海ダム

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

滝沢頭首工

鳥海ダム

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

鳥海ダム
新設

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

代替案 河口堰

　　　　　　　　　　　　　対象とする代替案

　　組み合わせ概要

鳥
海
ダ
ム

利
水
専
用
ダ
ム
新
設

中
流
堰

(

新
設

)

河
道
外
貯
留
施
設

(

調
整
池
新
設

)

た
め
池

(

か
さ
上
げ
・
買
取

)

1 河川整備計画に基づき鳥海ダムを新設 ○ － － － － － － － － － － －

ダ
ム
使
用
権
等
の
振
替

既
得
水
利
の
合
理
化
・
転
用

ため池(取水後の

貯留施設を含む)
海
水
淡
水
化

ケ
ー

ス
N
o

ダム
河
道
外
貯
留
施
設

(

貯
水
池

)

ダ
ム
再
開
発

(

か
さ
上
げ
・
掘
削

)

他
用
途
ダ
ム
容
量
買
い
上
げ

地
下
水
取
水



滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池
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利水専用ダム（Ｈ＝18.5 m）

◇利水対策案の概要
■対策案の施設規模は、新規利水300千m3  としている。

■新規利水については、高野台地区に利水専用ダムの建設にて対応する。

■利水ダムの建設にあたっては、地質調査等の技術的検討が必要となる。

■利水ダムの建設にあたっては、土地所有者等との調整（合意）が必要となる。
※対策案に関する施設管理者、利水関係者等との事前協議や調整は別途行う必要がある

※対策案の施設規模はダム事業者や水利使用許可権者として有している情報により可能な範囲で検討したものであり、変更となることがある

■水資源開発施設諸元

利水専用ダム H=18.5m、総貯水容量 335千m3

（新規利水300千m3、堆砂35千m3）

対策案 ２ 採用案の施設組み合わせ

利水対策案 ２ (利水専用ダム） 新規利水（水道）

利水専用ダム
新設

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

●現計画におけるダム依存量 ●採用案における施設組み合わせ

ダム名 ダム依存量 施設名 規格 施設依存量

鳥海ダム 300 千m3 利水専用ダム H=18.5m 300 千m3

代替案 河口堰

　　　　　　　　　　　　　対象とする代替案

　　組み合わせ概要

鳥
海
ダ
ム

利
水
専
用
ダ
ム
新
設

中
流
堰

(

新
設

)

河
道
外
貯
留
施
設

(

調
整
池
新
設

)

た
め
池

(

か
さ
上
げ
・
買
取

)

2 利水専用ダムを新設 － ○
H=18.5m － － － － － － － － － －

他
用
途
ダ
ム
容
量
買
い
上
げ

地
下
水
取
水

ケ
ー

ス
N
o

ダム
河
道
外
貯
留
施
設

(

貯
水
池

)

ダ
ム
再
開
発

(

か
さ
上
げ
・
掘
削

)

ため池(取水後の

貯留施設を含む)
海
水
淡
水
化

ダ
ム
使
用
権
等
の
振
替

既
得
水
利
の
合
理
化
・
転
用



滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池
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中流部堰

◇利水対策案の概要
■対策案の施設規模は、新規利水300千m3  としている。

■新規利水については、中流部堰の建設にて対応する。

■中流部堰の建設については、地質調査等の技術的検討が必要となる。
※対策案に関する施設管理者、利水関係者等との事前協議や調整は別途行う必要がある

※対策案の施設規模はダム事業者や水利使用許可権者として有している情報により可能な範囲で検討したものであり、変更となることがある

■利水対策施設
中流部堰（300千m3）

対策案 ３ 採用案の施設組み合わせ

利水対策案 ３ (中流部堰） 新規利水（水道）

中流部堰

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

●現計画におけるダム依存量 ●採用案における施設組み合わせ

ダム名 ダム依存量 施設名 規格 施設依存量

鳥海ダム 300 千m3 中流部堰 1箇所 300 千m3

代替案 河口堰

　　　　　　　　　　　　　対象とする代替案

　　組み合わせ概要

鳥
海
ダ
ム

利
水
専
用
ダ
ム
新
設

中
流
堰

(

新
設

)

河
道
外
貯
留
施
設

(

調
整
池
新
設

)

た
め
池

(

か
さ
上
げ
・
買
取

)
3 河口堰(中流部)を新設 － －

○
1箇所

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ダ
ム
使
用
権
等
の
振
替

既
得
水
利
の
合
理
化
・
転
用

ため池(取水後の

貯留施設を含む)
海
水
淡
水
化

ケ
ー

ス
N
o

ダム
河
道
外
貯
留
施
設

(

貯
水
池

)

ダ
ム
再
開
発

(

か
さ
上
げ
・
掘
削

)

他
用
途
ダ
ム
容
量
買
い
上
げ

地
下
水
取
水

× ×



滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池
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河道外貯留施設（貯水池）

◇利水対策案の概要
■対策案の施設規模は、新規利水300千m3  としている。

■新規利水については、河道外貯留施設（貯水池）の建設にて対応する。

■河道外貯留施設の建設については、土地所有者や関係利水者等との調整（合

意）が必要である。
※対策案に関する施設管理者、利水関係者等との事前協議や調整は別途行う必要がある

※対策案の施設規模はダム事業者や水利使用許可権者として有している情報により可能な範囲で検討したものであり、変更となることがある

■利水対策施設
河道外貯留施設（貯水池）（300千m3）

対策案 ４ 採用案の施設組み合わせ

利水対策案 ４ （河道外貯留施設（貯水池）） 新規利水（水道）

河道外貯留施設
（貯水池新設）

河道外貯留施設（調整池）も同じ

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

●現計画におけるダム依存量 ●採用案における施設組み合わせ

ダム名 ダム依存量 施設名 規格 施設依存量

鳥海ダム 300 千m3 河道外貯留施設
（貯水池）

1箇所 300 千m3

代替案 河口堰

　　　　　　　　　　　　　対象とする代替案

　　組み合わせ概要

鳥
海
ダ
ム

利
水
専
用
ダ
ム
新
設

中
流
堰

(

新
設

)

河
道
外
貯
留
施
設

(

調
整
池
新
設

)

た
め
池

(

か
さ
上
げ
・
買
取

)

4 河道外貯留施設(貯水池)を新設 － － ○
○

1箇所
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

他
用
途
ダ
ム
容
量
買
い
上
げ

地
下
水
取
水

ケ
ー

ス
N
o

ダム
河
道
外
貯
留
施
設

(

貯
水
池

)

ダ
ム
再
開
発

(

か
さ
上
げ
・
掘
削

)

ため池(取水後の

貯留施設を含む)
海
水
淡
水
化

ダ
ム
使
用
権
等
の
振
替

既
得
水
利
の
合
理
化
・
転
用

× ×



滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池
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大内ダムかさ上げ（＋１．５ｍ）

◇利水対策案の概要
■対策案の施設規模は、新規利水300千m3  としている。

■新規利水については、大内ダムかさ上げにて対応する。

■大内ダムのかさ上げについては、地質調査等技術的な検討が必要となる。

■大内ダムのかさ上げについては、ダム管理者や関係利水者等と十分調整する

必要がある。
※対策案に関する施設管理者、利水関係者等との事前協議や調整は別途行う必要がある

※対策案の施設規模はダム事業者や水利使用許可権者として有している情報により可能な範囲で検討したものであり、変更となることがある

■水資源開発施設諸元
大内ダムかさ上げ ＋1.5m、総貯水容量 1,024千m3
（新規利水300千m3）

■利水対策施設
導水施設（L=7.5km）

対策案 ５ 採用案の施設組み合わせ

利水対策案 ５ （ダム再開発［かさ上げ］） 新規利水（水道）

大内ダム
かさ上げ

導水7.5km

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

●現計画におけるダム依存量 ●採用案における施設組み合わせ

ダム名 ダム依存量 施設名 規格 施設依存量

鳥海ダム 300 千m3 ダム再開発
大内ダム
かさ上げ
+1.50m

300 千m3

代替案 河口堰

　　　　　　　　　　　　　対象とする代替案

　　組み合わせ概要

鳥
海
ダ
ム

利
水
専
用
ダ
ム
新
設

中
流
堰

(

新
設

)

河
道
外
貯
留
施
設

(

調
整
池
新
設

)

た
め
池

(

か
さ
上
げ
・
買
取

)

5 大内ダムのかさ上げ － － ○ ○
○

大内ダム
かさ上げ

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ダ
ム
使
用
権
等
の
振
替

既
得
水
利
の
合
理
化
・
転
用

ため池(取水後の

貯留施設を含む)
海
水
淡
水
化

ケ
ー

ス
N
o

ダム
河
道
外
貯
留
施
設

(

貯
水
池

)

ダ
ム
再
開
発

(

か
さ
上
げ
・
掘
削

)

他
用
途
ダ
ム
容
量
買
い
上
げ

地
下
水
取
水

× ×



滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

31

小羽広ダムの治水容量買い上げ

◇利水対策案の概要
■対策案の施設規模は、新規利水300千m3  としている。

■新規利水については、小羽広ダムの治水容量の買い上げにて対応する。

■小羽広ダムの治水容量買い上げに伴う治水代替を別途検討する必要がある。

■小羽広ダムの治水容量買い上げについては、ダム管理者や被害軽減対象者と

の調整（合意）が必要である。
※対策案に関する施設管理者、利水関係者等との事前協議や調整は別途行う必要がある

※対策案の施設規模はダム事業者や水利使用許可権者として有している情報により可能な範囲で検討したものであり、変更となることがある

■水資源開発施設諸元
小羽広ダムの治水容量買い上げ（300千m3）

■利水対策施設
導水施設（L=7.5km）

対策案 ６ 採用案の施設組み合わせ

利水対策案 ６ （他用途ダム容量買い上げ） 新規利水（水道）

導水7.5km

小羽広ダム
治水容量買い上げ

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

●現計画におけるダム依存量 ●採用案における施設組み合わせ

ダム名 ダム依存量 施設名 規格 施設依存量

鳥海ダム 300 千m3 他用途ダム容量
買い上げ

小羽広ダム
治水容量

300 千m3

代替案 河口堰

　　　　　　　　　　　　　対象とする代替案

　　組み合わせ概要

鳥
海
ダ
ム

利
水
専
用
ダ
ム
新
設

中
流
堰

(

新
設

)

河
道
外
貯
留
施
設

(

調
整
池
新
設

)

た
め
池

(

か
さ
上
げ
・
買
取

)
6 小羽広ダムの治水容量の買い上げ － － ○ ○ ○

○
小羽広ダム

治水容量
○ ○ ○ ○ ○ ○

他
用
途
ダ
ム
容
量
買
い
上
げ

地
下
水
取
水

ケ
ー

ス
N
o

ダム
河
道
外
貯
留
施
設

(

貯
水
池

)

ダ
ム
再
開
発

(

か
さ
上
げ
・
掘
削

)

ため池(取水後の

貯留施設を含む)
海
水
淡
水
化

ダ
ム
使
用
権
等
の
振
替

既
得
水
利
の
合
理
化
・
転
用

× ×



滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池
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利水対策案 ７ (地下水取水）

地下水取水

◇利水対策案の概要
■水道水源として一般的に適用されるものであることから、取水可能であると仮定

して検討を行った。

■対策案の施設規模は、新規利水300千m3相当（日量29,390m3）としている。

■新規利水については、地下水取水にて対応する。

■地下水取水については、取水の可能性に関する地下水調査等技術的な検討が

必要となる。

■地下水取水については、土地所有者や関係利水者等との調整（合意）が必要で

ある。
※対策案に関する施設管理者、利水関係者等との事前協議や調整は別途行う必要がある

※対策案の施設規模はダム事業者や水利使用許可権者として有している情報により可能な範囲で検討したものであり、変更となることがある

■利水対策施設
地下水取水（300千m3相当（日量29,390m3))、揚水井12本

導水施設（L=1.2km）

対策案 ７ 採用案の施設組み合わせ

新規利水（水道）

地下水取水

導水1.2km

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

●現計画におけるダム依存量 ●採用案における施設組み合わせ

ダム名 ダム依存量 施設名 規格 施設依存量

300 千m3
相当

(29,390m3/日)
鳥海ダム 地下水取水300 千m3 揚水井12本

代替案 河口堰

　　　　　　　　　　　　　対象とする代替案

　　組み合わせ概要

鳥
海
ダ
ム

利
水
専
用
ダ
ム
新
設

中
流
堰

(

新
設

)

河
道
外
貯
留
施
設

(

調
整
池
新
設

)

た
め
池

(

か
さ
上
げ
・
買
取

)
7 地下水取水 － － ○ ○ ○ ○

○
揚水井
12本

○ ○ ○ ○ ○

ダ
ム
使
用
権
等
の
振
替

既
得
水
利
の
合
理
化
・
転
用

ため池(取水後の

貯留施設を含む)
海
水
淡
水
化

ケ
ー

ス
N
o

ダム
河
道
外
貯
留
施
設

(

貯
水
池

)

ダ
ム
再
開
発

(

か
さ
上
げ
・
掘
削

)

他
用
途
ダ
ム
容
量
買
い
上
げ

地
下
水
取
水

× ×



滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池
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利水対策案 ８ (ため池［かさ上げ］）

八塩ため池かさ上げ

◇利水対策案の概要
■対策案の施設規模は、新規利水300千m3  としている。

■新規利水については、既設ため池のかさ上げにて対応する。

■ため池のかさ上げについては、築堤材料等について十分調査する必要がある。

■ため池のかさ上げについては、管理者との調整（合意）が必要である。
※対策案に関する施設管理者、利水関係者等との事前協議や調整は別途行う必要がある

※対策案の施設規模はダム事業者や水利使用許可権者として有している情報により可能な範囲で検討したものであり、変更となることがある

■利水対策施設
八塩ため池かさ上げ(300千m3)

対策案 ８ 採用案の施設組み合わせ

新規利水（水道）

八塩ため池
かさ上げ

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

●現計画におけるダム依存量 ●採用案における施設組み合わせ

ダム名 ダム依存量 施設名 規格 施設依存量

鳥海ダム 300 千m3 ため池かさ上げ
八塩ため池

+2.98m 300 千m3

代替案 河口堰

　　　　　　　　　　　　　対象とする代替案

　　組み合わせ概要

鳥
海
ダ
ム

利
水
専
用
ダ
ム
新
設

中
流
堰

(

新
設

)

河
道
外
貯
留
施
設

(

調
整
池
新
設

)

た
め
池

(

か
さ
上
げ
・
買
取

)

8 八塩ため池かさ上げ － － ○ ○ ○ ○ ○ ○
○

八塩ため池
かさ上げ

○ ○ ○

他
用
途
ダ
ム
容
量
買
い
上
げ

地
下
水
取
水

ため池(取水後の

貯留施設を含む)
海
水
淡
水
化

ケ
ー

ス
N
o

ダム
河
道
外
貯
留
施
設

(

貯
水
池

)

ダ
ム
再
開
発

(

か
さ
上
げ
・
掘
削

)

ダ
ム
使
用
権
等
の
振
替

既
得
水
利
の
合
理
化
・
転
用

× ×



滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池
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海水淡水化施設

◇利水対策案の概要
■対策案の施設規模は、新規利水300千m3相当（日量29,390m3）としている。

■新規利水については、海水淡水化施設の建設にて対応する。

■海水淡水化施設の建設については、土地所有者、関係機関との調整(合意）が

必要である。
※対策案に関する施設管理者、利水関係者等との事前協議や調整は別途行う必要がある

※対策案の施設規模はダム事業者や水利使用許可権者として有している情報により可能な範囲で検討したものであり、変更となることがある

■利水対策施設
海水淡水化（300千m3相当（日量29,390m3))
導水施設（L=5.7km）

対策案 ９ 採用案の施設組み合わせ

利水対策案 ９ （海水淡水化施設） 新規利水（水道）

海水淡水化施設

導水5.7km

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

●現計画におけるダム依存量 ●採用案における施設組み合わせ

ダム名 ダム依存量 施設名 規格 施設依存量

300 千m3
相当

(29,390m3/日)
鳥海ダム 300 1箇所千m3 海水淡水化

代替案 河口堰

　　　　　　　　　　　　　対象とする代替案

　　組み合わせ概要

鳥
海
ダ
ム

利
水
専
用
ダ
ム
新
設

中
流
堰

(

新
設

)

河
道
外
貯
留
施
設

(

調
整
池
新
設

)

た
め
池

(

か
さ
上
げ
・
買
取

)
9 海水淡水化施設を新設 － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○
1基

○ ○

ケ
ー

ス
N
o

ダム
ダ
ム
使
用
権
等
の
振
替

既
得
水
利
の
合
理
化
・
転
用

河
道
外
貯
留
施
設

(

貯
水
池

)

ダ
ム
再
開
発

(

か
さ
上
げ
・
掘
削

)

他
用
途
ダ
ム
容
量
買
い
上
げ

地
下
水
取
水

ため池(取水後の

貯留施設を含む)
海
水
淡
水
化

× ×
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利水対策案の概略評価結果 新規利水（水道）

概略評価による抽出

事業費
(億円)

判定 不適当と考えられる評価軸とその内容

河川整備計画 1 河川整備計画に基づき鳥海ダムを新設 20 ○

利水専用ダム 2 利水専用ダムを新設 20 ○

ダム以外を中心とした組み合わせ 3 河口堰（中流部）を新設 30 ○

4 河道外貯留施設（貯水池）を新設 30 ○

5 大内ダムのかさ上げ 90 × コスト ・コストがケース３、４、７、８よりも高い

6
小羽広ダムの治水容量の買い上げ
（小羽広ダム）

80 × コスト ・コストがケース３、４、７、８よりも高い

7 地下水取水施設を新設 60 ○

8 八塩ため池かさ上げ 40 ○

9 海水淡水化施設を新設 280 × コスト ・コストがケース３、４、７、８よりも高い

利水対策案（実施内容）
ケース

No.
分類
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流水の正常な機能の維持



鳥海ダム完成予想図

利水代替案の適用性評価①（現計画）

○概要

・鳥海ダムを建設し、流水の正常な機能の維持と増進を図るとともに、新規水道用水を補給

・台形CSGダム（H=81.0m、L=365.0m）を新設して容量を確保(新規：300千m3 / 不特定17,700千m3)

鳥海ダム 計画諸元

河川 子吉川

ダム形式 台形ＣＳＧ

堤高/堤頂長 81.0m / 365.0m

流域面積 83.9km2

湛水面積 3.1km2

総貯水容量 47,000,000m3

有効貯水容量 39,000,000m3

利用目的 洪水調節
流水の正常な機能の維持

水道用水

事業主体 国土交通省

治水容量 21,000千m
3

利水容量18,000千m3

・流水の正常な機能の維持17,700千m3

・水道　　　　　　　　　    300千m3

常時満水位EL=411.4m

サーチャージ水位EL=419.1m

最低水位EL=401.2m

堆砂容量 8,000千m
3

有
効

貯
水

容
量

3
9
,0

0
0
千

m
3

総
貯

水
容

量
4
7
,0

0
0
千

m
3

基礎地盤EL=342.0m

ダ
ム

高
8
1
m

鳥海ダム貯水池容量配分図

滝沢頭首工

鳥海ダム

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

滝沢頭首工

鳥海ダム

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池
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：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域



利水容量 17,700千m3

・流水の正常な機能の維持 17,700千m3

常時満水位EL=411.4m

堤頂標高EL=415.5m

最低水位EL=401.2m

堆砂容量 8,000千m3

総
貯

水
容

量
2
5
,7

0
0
千

m
3

ダ
ム

高
7
3
.5

m

基礎岩盤EL=342.0m
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利水専用ダムサイト)

利水代替案の適用性評価②（利水専用ダム）

利水専用ダム 位置図

標準断面図

上流面図

○専用ダム新設の概要

・ダム規模が大きく、共同ダムとの高低差は8m程度と小さいことから、鳥海ダム予定地を対象

・台形CSGダム（H=73.5m、L=300m）を新設して容量を確保(17,700千m3)
・単独で代替可能

利水専用ダム容量配分図

《流水の正常な機能の維持》

滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

利水専用ダム
新設

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域



滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

10

15

20

25

30

35

40

45

50

55

60

20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

最深河床高

湛水位

堤内地盤高

距離標(k)

標高(TP.m)

※29.4kの堰は、矢島上流堰に湛水位が重ならないように設定

中流堰
（宮内～笹子川合流点）

９
箇

所

V
=2,124千

m
3

８
箇

所

V
=721千

m
3

導水延長16.5km
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利水代替案の適用性評価③（河口堰・中流部堰）

○河口堰・中流部堰について

・宮内から上流区間を対象に、可動堰を新設して容量を確保(2,845千m3)
（笹子川合流点より袖川発電所の区間は減水区間となっているため対象外）

・高水敷高もしくは堤内地盤高を堰高として容量を算出

・矢島より下流の施設については、既設道路沿いに設置した導水管を使って矢島上流まで導水（導水延長16.5km)
・単独では容量が不足するため、組み合わせ案として検討

-10

-5

0

5

10

15
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25

30

35

40

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

最深河床高

湛水位

堤内地盤高

距離標(k)

標高(TP.m)

宮
内
地
点

（矢島～笹子川合流点）

（宮内～矢島）① （宮内～矢島）②

40

45

50

55

60

65

70

75

80

85

90

95

100

30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40

最深河床高

湛水位

堤内地盤高

距離標(k)

標高(TP.m)

矢
島
地
点
（
長
泥
橋
）

滝
沢
頭
首
工

導水イメージ

取水地点と

排水地点との

標高差38m

延長L=16.5km

Ｐ
ＰＰ

取水ポンプ
中継ポンプ（３基） 排水ポンプ

Ｑmax＝1.20m3/s

管径φ1200mm

《流水の正常な機能の維持》

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域



容量（千m3）

C8 1,707
C4-1 872
C4-2 579
B11 1,647
B10 930
B6 1,169
合計 6,904

滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

河道外貯留施設
(宮内～明法付近)

導水延長15.1km

B6

B10

B11

C8

C4-2

宮内地点

検討対象地点

C4-1

利水代替案の適用性評価④（河道外貯留施設（貯水池））

○河道外貯留施設（貯水池）について

・宮内より上流の区間で検証ダムの治水代替施設として検討されている遊水地を対象

・治水目的で使用する範囲の底面を掘削して、多目的遊水地とする（6,904千m3）

・矢島より下流の施設となるので、既設道路沿いに設置した導水管を使って矢島上流まで導水（導水延長15.1km）

・単独では容量が不足するため、組み合わせ案として検討

掘削イメージ図

 遊水地 河道

利水容量

治水容量
周
囲
堤

本
堤

遊水地 河道

利水容量

治水容量
周
囲
堤

本
堤

自然流下に

よる補給

平水位

P 堤防 本川貯水池

ポンプ取水イメージ図

導水イメージ

取水地点と

排水地点との

標高差38m

延長L=15.1km

Ｐ
ＰＰ

取水ポンプ
中継ポンプ（３基） 排水ポンプ

Ｑmax＝4.00m3/s

管径φ1800mm
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《流水の正常な機能の維持》

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域



滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

大内ダム
かさ上げ

導水延長L=24.5km

利水代替案の適用性評価⑤-１（ダム再開発（かさ上げ））

○ダムの再開発（かさ上げ）について

・大内ダム（重力式コンクリートダムH=27.5m,L=106m）の堤体を19mかさ上げして容量を確保（8,780千m3)
・左右岸の堅岩線の高まりや尾根部の地下水位から、かさ上げ可能高さは19mが限度

・確保した容量を活用するため、大内ダムから矢島地点まで導水（導水延長24.5km)
・単独では容量が不足するため、組み合わせ案として検討

68.025

かさ上げ後のダムの天端
EL.95.00m

 
1：

1.35 

大内ダム標準横断(非越流部）

大内ダム

※安定計算より下流面勾配を決定

最大かさ上げ高
約19m

大内ダム ダムサイトルジオンマップ（ダム建設調査時）

最大サーチャージ水位EL90.0m

地形の高まりと地下水位
の想定深さを基に設定

導水イメージ

取水地点と

排水地点との

標高差-6m

延長L=24.5km

Ｐ
ＰＰ

取水ポンプ
中継ポンプ（２基） 排水ポンプ

Ｑmax＝5.00m3/s

管径φ1900mm
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《流水の正常な機能の維持》

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域



フィル部ダム天端
EL100.50

※概略横断は、50mメッシュ標高を基に作成

住宅分布ゾーン

滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

利水代替案の適用性評価⑤-２（ダム再開発（かさ上げ））

○ダムの再開発（かさ上げ）について

・小羽広ダム(H=20.0m)は重力ダムとアースダム（左右岸2ダム）の複合ダム

・各ダムのかさ上げに加えて接合部のかさ上げも必要となり、技術的に難しく、国内ではかさ上げ事例無し

・複合ダムが選定されていることから、左右岸の基礎地質が弱いことが想定され、かさ上げに耐えられない可能性が高い

・堤頂部に多くの放流施設を有しており、かさ上げに伴うこれら設備の取り扱いが難しい

・かさ上げにより家屋、耕地、道路等の補償が発生

・以上の観点から、代替案の検討対象より棄却

治水容量 1,551千m3

サーチャージ水位EL=97.5m

最低水位EL=89.1m

堆砂容量 240千m3 有
効

貯
水

容
量

1
,5

5
1
千

m
3

総
貯

水
容

量
1
,7

9
1
千

m
3

小羽広ダム 容量配分図
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左岸フィルダム
L=58.2m

右岸フィルダム
L=26.25m

重力式コンクリートダム
L=81.75m

多くの放流施設

フィル部ダム天端
EL100.50

小羽広ダム 堤体平面図

重力ダムと
アースダムの複合

小羽広ダム 堤体縦断図

小羽広ダム

小羽広ダム
かさ上げ

《流水の正常な機能の維持》

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

こ は びろ



滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

大内ダム
貯水池掘削

導水延長L=24.5km
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内部

○ダムの再開発（貯水池掘削）について

・大内ダム（重力式コンクリートダムH=27.5m,L=106m）の貯水池周辺の地形は急峻で尾根が高い

・比較的標高の低い尾根を掘削して、容量を確保(614千m3)
・確保した容量を活用するため、大内ダムから矢島地点まで導水（導水延長24.5km）

・掘削効率が極端に悪く、開発コストは他の案に比べ非常に高い

・単独では容量が不足するため、組み合わせ案として検討

A

B

【貯水池掘削（案）】
掘削容量：V1=2,563千m3

有効容量：V2=   614千m3

掘 削 高：H=67.0m
法 面 積：A=21千m2

掘削効率
＝有効容量/掘削容量
＝0.24

利水代替案の適用性評価⑥-１（ダム再開発（貯水池掘削））

導水イメージ

取水地点と

排水地点との

標高差-6m

延長L=24.5km

Ｐ
ＰＰ

取水ポンプ
中継ポンプ（２基） 排水ポンプ

Ｑmax＝0.40m3/s

管径φ800mm

A B
有効容量

掘削範囲

最低水位EL63.0m

常時満水位EL67.0m

※概略横断は、50mメッシュ標高を基に作成

《流水の正常な機能の維持》

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域



滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池 導水延長L=18.9km

小羽広ダム
貯水池掘削
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利水代替案の適用性評価⑥-２（ダム再開発（貯水池掘削））

○ダムの再開発（貯水池掘削）について

・小羽広ダム（ (H=20.0m、重力ダムとアースダム（左右岸2ダム）の複合ダム）の貯水池周辺を掘削して、容量を確保(1,500千m3)
・確保した容量を活用するため、小羽広ダムから矢島地点まで導水（導水延長18.9km)
・単独では容量が不足するため、組み合わせ案として検討

小羽広ダム

【貯水池掘削（案）】
掘削容量：V1=1,881千m3

有効容量：V2=1,500千m3

掘 削 高：H=13.0m
法 面 積：A=93千m2

掘削効率
＝有効容量/掘削容量
＝0.80

A

B

掘削範囲

小羽広ダム

導水イメージ

取水地点と

排水地点との

標高差-42m

延長L=18.9km

Ｐ
Ｐ

取水ポンプ
排水ポンプ

Ｑmax＝0.90m3/s

管径φ1000mm

概略横断図

※概略横断は、50mメッシュ標高を基に作成

最低水位89.1mA B

1:2.0

S.W.L97.5m

《流水の正常な機能の維持》

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

こ は びろ



滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

大内ダム
治水容量買い上げ

導水延長L=24.5km
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利水代替案の適用性評価⑦-１（他用途ダム容量の買い上げ）

大内ダム 容量配分図

443千m3分を買い上げ
治水容量 443千m3

利水容量183千m3

・流水の正常な機能の維持 84千m3

・水道                  　　　　99千m3

常時満水位EL=67.0m

サーチャージ水位EL=71.0m

最低水位EL=63.0m

堆砂容量 98千m
3

有
効

貯
水

容
量

6
2
6
千

m
3

総
貯

水
容

量
7
2
4
千

m
3

○他用途ダム容量の買い上げについて

・大内ダム（重力式コンクリートダムH=27.5m,L=106m）治水容量を買い上げて容量を確保(443千m3)
・確保した容量を活用するため、大内ダムから矢島地点まで導水（導水延長24.5km)
・常時満水位が上がることから堤体の安全性についての検証が必要

・治水容量買い上げに伴う河道整備の検討が必要

・単独では容量が不足するため、組み合わせ案として検討

導水イメージ

取水地点と

排水地点との

標高差-6m

延長L=24.5km

Ｐ
ＰＰ

取水ポンプ
中継ポンプ（２基） 排水ポンプ

Ｑmax＝0.30m3/s

管径φ700mm

大内ダム

《流水の正常な機能の維持》

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域



滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池 導水延長L=18.9km

小羽広ダム
治水容量買い上げ
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治水容量 1,551千m3

サーチャージ水位EL=97.5m

最低水位EL=89.1m

堆砂容量 240千m3 有
効

貯
水

容
量

1
,5

5
1
千

m
3

総
貯

水
容

量
1
,7

9
1
千

m
3

利水代替案の適用性評価⑦-２（他用途ダム容量の買い上げ）

○他用途ダム容量の買い上げについて

・小羽広ダム(H=20.0m)の治水容量を買い上げて容量を確保(1,551千m3)
・確保した容量を活用するため、大内ダムから矢島地点まで導水（導水延長18.9km)
・常時満水位が上がることから堤体の安全性についての検証が必要

・治水容量買い上げに伴う河道整備の検討が必要

・単独では容量が不足するため、組み合わせ案として検討

小羽広ダム 容量配分図

1,551千m3分
を買い上げ

導水イメージ

取水地点と

排水地点との

標高差-42m

延長L=18.9km

Ｐ
Ｐ

取水ポンプ
排水ポンプ

Ｑmax＝0.90m3/s

管径φ1000mm

大内ダム
小羽広ダム

《流水の正常な機能の維持》

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

こ は びろ



芋
川

水道事業名 水源名 種別
計画取水量

（m3/日）

日平均取水量
実績（H22）

(m3/日)

実績-計画
(m3/日)

備　考

1 観音下取水井 浅井戸 150 0 －
プール用水として使用していたが、プー
ルが廃止となったため停止

2 内道川取水井 浅井戸 68 67 -1
3 鳥森取水井 浅井戸 150 148 -2

4 井戸ノ沢取水井 浅井戸 190 0 －
水質基準を満たさなくなったのでH8に停
止（クリプトスポリジウムを検出）

5 第1水源 浅井戸 21
6 第2水源 浅井戸 12
7 第1水源 浅井戸 6.38
8 第2水源 浅井戸 6.38
9 黒沢 黒沢水源 浅井戸 12.3 5 -7

10 第1水源 浅井戸 5.63
11 第2水源 浅井戸 9.75
12 沼 沼水源 浅井戸 16.03 4 -12

647 237 -70

2 -13

合　　　　　　計
※小規模水道は取水量を計測していないため、給水量＝取水量として整理

9 -24

高村 2 -11

簡
易
水
道

道川

小
規
模
水
道

杉森

新沢

小規模、簡易水道における地下水水源の取水実績（H22）

芋
川

水道事業名 水源名 種別
計画取水量

（m3/日）

日平均取水量
実績（H22）

(m3/日)

実績-計画
(m3/日)

備　考

1 観音下取水井 浅井戸 150 0 －
プール用水として使用していたが、プー
ルが廃止となったため停止

2 内道川取水井 浅井戸 68 67 -1
3 鳥森取水井 浅井戸 150 148 -2

4 井戸ノ沢取水井 浅井戸 190 0 －
水質基準を満たさなくなったのでH8に停
止（クリプトスポリジウムを検出）

5 第1水源 浅井戸 21
6 第2水源 浅井戸 12
7 第1水源 浅井戸 6.38
8 第2水源 浅井戸 6.38
9 黒沢 黒沢水源 浅井戸 12.3 5 -7

10 第1水源 浅井戸 5.63
11 第2水源 浅井戸 9.75
12 沼 沼水源 浅井戸 16.03 4 -12

647 237 -70

2 -13

合　　　　　　計
※小規模水道は取水量を計測していないため、給水量＝取水量として整理

9 -24

高村 2 -11

簡
易
水
道

道川

小
規
模
水
道

杉森

新沢

小規模、簡易水道における地下水水源の取水実績（H22）

○地下水取水について

・現在の子吉川流域での地下水利用は山間部の簡易水道や小規模水道といった小規模な施設に限定されている

・水質的には、秋田県の調査結果では一部の地区で基準値を満足しない箇所はあるものの全体的な問題はみられない

・既往の地下水開発に関する調査結果※によれば、由利本荘市近郊で取水可能とされている箇所として西目地下水盆が挙げられている

が、その利用可能量は0.012m3/sとなっており賦存量はそれほど期待できない。また、鉄、マンガン、色度、濁度、臭気、大腸菌群数に

ついて、水質基準に不適合となっている

・地下水取水に伴う地盤沈下が発生する可能性や、渇水の必要時期に利用可能であるかどうか不確実な面がある

・水量として非常に小さく、不確定であるため代替案検討の対象より棄却 ※「鳥海山周辺の地質と地下水 (東北農政局計画部) 昭和61年3月」

利水代替案の適用性評価⑧（地下水取水）
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《流水の正常な機能の維持》

単位：mg/L単位：mg/L
　 調査実施主体 秋田県 秋田県 秋田県 秋田県 秋田県 秋田県 秋田県 秋田県 秋田県 秋田県

市区町村名 由利本荘市 由利本荘市 由利本荘市 由利本荘市 由利本荘市 由利本荘市 由利本荘市 由利本荘市 由利本荘市 由利本荘市
地区名 葛法 矢島町七日町 岩城内道川 石脇 石脇 石脇 大浦 大浦 大浦 大浦

調査地点詳細 一般家庭 一般家庭 一般家庭 一般家庭 一般家庭 一般家庭 事業所 事業所 事業所 事業所
用途区分 生活用水 生活用水 生活用水 一般飲用 一般飲用 一般飲用 その他 その他 その他 その他
調査区分 概況調査 概況調査 概況調査 継続監視調査 継続監視調査 継続監視調査 継続監視調査 継続監視調査 継続監視調査 継続監視調査

採取年月日 2009年9月16日 2009年9月16日 2009年9月16日 2009年9月15日 2009年9月15日 2009年9月15日 2009年9月15日 2009年9月15日 2009年9月15日 2009年9月15日
カドミウム 0.003 < 0.001 < 0.001 < 0.001
全シアン 0.01 < 0.1 < 0.1 < 0.1

鉛 0.01 < 0.005 < 0.005 < 0.005
六価クロム 0.05 < 0.01 < 0.01 < 0.01

砒素 0.01 < 0.005 < 0.005 < 0.005
総水銀 0.0005 < 0.0005 < 0.0005 < 0.0005

ジクロロメタン 0.02 < 0.002 < 0.002 < 0.002
四塩化炭素 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0002

1,2-ジクロロエタン 0.004 < 0.0004 < 0.0004 < 0.0004
1,1-ジクロロエチレン 1 < 0.002 < 0.002 < 0.002

シス-1,2-ジクロロエチレン 0.04 < 0.004 < 0.004 < 0.004 < 0.004 26 < 0.004 < 0.004
1,1,1-トリクロロエタン - < 0.0005 < 0.0005 < 0.0005 < 0.0005 < 0.0005 < 0.0005 < 0.0005
1,1,2-トリクロロエタン - < 0.0006 < 0.0006 < 0.0006

トリクロロエチレン 0.01 < 0.002 < 0.002 < 0.002 0.004 18 < 0.002 < 0.002
テトラクロロエチレン 0.01 < 0.0005 < 0.0005 < 0.0005
1,3-ジクロロプロペン - < 0.0004 < 0.0004 < 0.0004

チウラム - < 0.0006 < 0.0006 < 0.0006
シマジン - < 0.0003 < 0.0003 < 0.0003

チオベンカルブ - < 0.002 < 0.002 < 0.002
ベンゼン 0.01 < 0.001 < 0.001 < 0.001
セレン 0.01 < 0.002 < 0.002 < 0.002

硝酸性窒素 10 1.1 0.52 0.85 6.3 14 30
亜硝酸性窒素 0.05 < 0.01 < 0.01 < 0.01 < 0.01 < 0.01 < 0.01

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 10 1.1 0.53 0.86 6.3 14 30
ふっ素 0.8 0.14 < 0.08 < 0.08
ほう素 1 < 0.1 < 0.1 < 0.1

水
道
水
質

基
準
値

（ｍｇ/L）

秋田県による地下水の水質調査（H21）結果
単位：mg/L

　 調査実施主体 秋田県 秋田県 秋田県 秋田県 秋田県 秋田県 秋田県 秋田県 秋田県 秋田県
市区町村名 由利本荘市 由利本荘市 由利本荘市 由利本荘市 由利本荘市 由利本荘市 由利本荘市 由利本荘市 由利本荘市 由利本荘市

地区名 葛法 矢島町七日町 岩城内道川 石脇 石脇 石脇 大浦 大浦 大浦 大浦
調査地点詳細 一般家庭 一般家庭 一般家庭 一般家庭 一般家庭 一般家庭 事業所 事業所 事業所 事業所

用途区分 生活用水 生活用水 生活用水 一般飲用 一般飲用 一般飲用 その他 その他 その他 その他
調査区分 概況調査 概況調査 概況調査 継続監視調査 継続監視調査 継続監視調査 継続監視調査 継続監視調査 継続監視調査 継続監視調査

採取年月日 2009年9月16日 2009年9月16日 2009年9月16日 2009年9月15日 2009年9月15日 2009年9月15日 2009年9月15日 2009年9月15日 2009年9月15日 2009年9月15日
カドミウム 0.003 < 0.001 < 0.001 < 0.001
全シアン 0.01 < 0.1 < 0.1 < 0.1

鉛 0.01 < 0.005 < 0.005 < 0.005
六価クロム 0.05 < 0.01 < 0.01 < 0.01

砒素 0.01 < 0.005 < 0.005 < 0.005
総水銀 0.0005 < 0.0005 < 0.0005 < 0.0005

ジクロロメタン 0.02 < 0.002 < 0.002 < 0.002
四塩化炭素 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0002

1,2-ジクロロエタン 0.004 < 0.0004 < 0.0004 < 0.0004
1,1-ジクロロエチレン 1 < 0.002 < 0.002 < 0.002

シス-1,2-ジクロロエチレン 0.04 < 0.004 < 0.004 < 0.004 < 0.004 26 < 0.004 < 0.004
1,1,1-トリクロロエタン - < 0.0005 < 0.0005 < 0.0005 < 0.0005 < 0.0005 < 0.0005 < 0.0005
1,1,2-トリクロロエタン - < 0.0006 < 0.0006 < 0.0006

トリクロロエチレン 0.01 < 0.002 < 0.002 < 0.002 0.004 18 < 0.002 < 0.002
テトラクロロエチレン 0.01 < 0.0005 < 0.0005 < 0.0005
1,3-ジクロロプロペン - < 0.0004 < 0.0004 < 0.0004

チウラム - < 0.0006 < 0.0006 < 0.0006
シマジン - < 0.0003 < 0.0003 < 0.0003

チオベンカルブ - < 0.002 < 0.002 < 0.002
ベンゼン 0.01 < 0.001 < 0.001 < 0.001
セレン 0.01 < 0.002 < 0.002 < 0.002

硝酸性窒素 10 1.1 0.52 0.85 6.3 14 30
亜硝酸性窒素 0.05 < 0.01 < 0.01 < 0.01 < 0.01 < 0.01 < 0.01

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 10 1.1 0.53 0.86 6.3 14 30
ふっ素 0.8 0.14 < 0.08 < 0.08
ほう素 1 < 0.1 < 0.1 < 0.1

水
道
水
質

基
準
値

（ｍｇ/L）

秋田県による地下水の水質調査（H21）結果

採水年月日

採水地点

分析結果 基準値

アンモニア性窒素 (mg/L) --

亜硝酸性窒素 (mg/L) 0.00 <10

硝酸性窒素 (mg/L) 0.00 <10

窒素イオン (mg/L) 26.9

過マンガン酸カリウム消費量 (mg/L) 3.5 <3.0

一般細菌数(1mL中) 13 <100

大腸菌群数(50mL中) 陽性（確定試験) 検出されないこと

シアンイオン (mg/L) 0.00 <0.01

水銀 <0.005

有機燐 (mg/L) 0.00

銅 (mg/L) 0.00 <1.0

鉄 (mg/L) 4.32 <0.3

マンガン (mg/L) 0.57 <0.01

亜鉛 (mg/L) 0.004 <1.0

鉛 (mg/L) 0.00 <0.01

六価クロム (mg/L) 0.00 <0.05

砒素 (mg/L) 0.00 <0.01

フッ素 (mg/L) 0.00 <0.8

硬度 (mg/L) 44.3 <300

蒸発残留物 (mg/L) 163 <500

フェノール類 (mg/L) 不検出 <0.005

陰イオン活性剤 (mg/L) 不検出 <0.2

水素イオン濃度 6.8 5.8～8.6

臭気 泥臭 異常でないこと

味 異常なし 異常でないこと

色度 (度) 84.4 <5

濁度 (度) 2.3 <2

カドミウム (mg/L) 0.00 <0.003

水銀（原子吸光） (mg/L) 0.00

残留塩素 -- <1.0

昭和54年10月11日

子吉川南部地区下水調査

水道事業名 水　源　名 種　別 水道事業名 水　源　名 種　別

１．上水道 　１．松ヶ崎 松ヶ崎第１水源 湧　水
（１）本荘・西目 黒森川第一貯水池 貯水池 松ヶ崎第３水源 〃
　　　地域 黒森川第二貯水池 〃 松ヶ崎第６水源 〃

子吉川玉ノ池水源 表流水（子吉川） 神沢水源 〃
石沢泉水水源 湧　水 折林水源 〃
石沢鍔出川水源 表流水 芦川水源 ダム直接
大浦水源 湧　水 　２．山内 水源 湧　水
四角井戸溜池 表流水 　３．熊之子沢 水源 表流水
小計 　 　４．元町南 水源 〃

（２）矢島地域 花立第１貯水池 表流水（金井川） 　５．花立 花立第１貯水池 〃
花立第２貯水池 〃 　６．亀田 衣川水源 〃
小計 力井田沢川水源 〃

（３）由利地域 子吉川向小山田水源 表流水（子吉川） 　７．道川 板沢堰堤 〃
小計 義士屋敷堰堤 〃

（４）鳥海地域 奥山水源 湧　水 観音下取水井 浅井戸
離森水源 〃 内道川取水井 〃
百宅水源 〃 鳥森取水井 〃
上直根水源 〃 井戸ノ沢取水井 〃
砂子水源系 〃 　８．平石・堰口 水源 湧　水
大池水源 〃 　９．田代・屋敷 水源 表流水
荒見水源 〃 水源 湧　水

１０．岩谷 代内水源 表流水
１１．岩谷麓 第１取水井 湧　水

第２取水井 〃
水道事業名 水　源　名 種　別 第３取水井 〃

　１．沢内 沢内水源 湧　水 １２．大倉沢 第１取水井 〃
　２．ニタ子 ニタ子水源 〃 第２取水井 〃
　３．杉森 第１水源 浅井戸 第３取水井 〃

第２水源 〃 １３．大内第二 大内ダム ダム放流
　４．高村 第１水源 〃 １４．大内第三 大小屋 湧　水

第２水源 〃 小栗山・代内系第１ 〃
　５．黒沢 黒沢水源 〃 小栗山・代内系第２ 〃
　６．新沢 第１水源 〃 小栗山・代内系第３ 〃

第２水源 〃 滝 〃
　７．沼 沼水源 〃 羽広第１ 〃

羽広第２ 〃
１５．東由利 ボツメキ水源 〃

牧山水源 表流水
善徳水源 〃

１６．大琴 男清水水源 湧水
女清水水源（補助） 〃

上水道 簡易水道

小規模水道

水源状況一覧

水道事業名 水　源　名 種　別 水道事業名 水　源　名 種　別

１．上水道 　１．松ヶ崎 松ヶ崎第１水源 湧　水
（１）本荘・西目 黒森川第一貯水池 貯水池 松ヶ崎第３水源 〃
　　　地域 黒森川第二貯水池 〃 松ヶ崎第６水源 〃

子吉川玉ノ池水源 表流水（子吉川） 神沢水源 〃
石沢泉水水源 湧　水 折林水源 〃
石沢鍔出川水源 表流水 芦川水源 ダム直接
大浦水源 湧　水 　２．山内 水源 湧　水
四角井戸溜池 表流水 　３．熊之子沢 水源 表流水
小計 　 　４．元町南 水源 〃

（２）矢島地域 花立第１貯水池 表流水（金井川） 　５．花立 花立第１貯水池 〃
花立第２貯水池 〃 　６．亀田 衣川水源 〃
小計 力井田沢川水源 〃

（３）由利地域 子吉川向小山田水源 表流水（子吉川） 　７．道川 板沢堰堤 〃
小計 義士屋敷堰堤 〃

（４）鳥海地域 奥山水源 湧　水 観音下取水井 浅井戸
離森水源 〃 内道川取水井 〃
百宅水源 〃 鳥森取水井 〃
上直根水源 〃 井戸ノ沢取水井 〃
砂子水源系 〃 　８．平石・堰口 水源 湧　水
大池水源 〃 　９．田代・屋敷 水源 表流水
荒見水源 〃 水源 湧　水

１０．岩谷 代内水源 表流水
１１．岩谷麓 第１取水井 湧　水

第２取水井 〃
水道事業名 水　源　名 種　別 第３取水井 〃

　１．沢内 沢内水源 湧　水 １２．大倉沢 第１取水井 〃
　２．ニタ子 ニタ子水源 〃 第２取水井 〃
　３．杉森 第１水源 浅井戸 第３取水井 〃

第２水源 〃 １３．大内第二 大内ダム ダム放流
　４．高村 第１水源 〃 １４．大内第三 大小屋 湧　水

第２水源 〃 小栗山・代内系第１ 〃
　５．黒沢 黒沢水源 〃 小栗山・代内系第２ 〃
　６．新沢 第１水源 〃 小栗山・代内系第３ 〃

第２水源 〃 滝 〃
　７．沼 沼水源 〃 羽広第１ 〃

羽広第２ 〃
１５．東由利 ボツメキ水源 〃

牧山水源 表流水
善徳水源 〃

１６．大琴 男清水水源 湧水
女清水水源（補助） 〃

上水道 簡易水道

小規模水道

水源状況一覧

西目地下水盆における水質調査結果

※秋田県 生活環境部 環境管理課提供資料（H23.7）より

※由利本荘市ガス水道局提供資料（H20.7時点）より ※東北農政局「鳥海山周辺の地質と地下水」（S61.3）より

※由利本荘市 上下水道課提供資料
（H23.7）より



滝沢頭首工
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黒森川貯水池

滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

河道外貯留施設
(宮内～笹子川合流点)

3箇
所

(V
=1,147千

m
3)

19箇
所

(V
=16,852千

m
3)

導水延長15.1km
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矢島地点

E1

E2

E3

利水代替案の適用性評価⑨（河道外貯留施設（調整池））

○河道外貯留施設（調整池）について

・宮内より上流の区間における氾濫源を対象

・対象範囲の底面を自然排水可能な高さまで掘削して、調整池とする(最大17,700千m3)
・矢島より下流の施設については、既設道路沿いに設置した導水管を使って矢島上流まで導水（導水延長15.1km)
・単独及び組み合わせ案として検討

子吉川の氾濫原を対
象に、土地利用状況を
考慮して宮内から矢島
の区間に調整池を配置

【凡 例】
：氾濫原
：調整池

子吉川の氾濫原を対
象に、土地利用状況を
考慮して宮内から矢島
の区間に調整池を配置

【凡 例】
：氾濫原
：調整池

B2

A2

B7-1

B7-2

B8

B6

B3

C3

C2-2

C4-1

C4-2 C8

C2-1

C1

B11

B10

B9

B5

B4

容量(千m3)
矢島下流 C8 1,707

C4-1 872
C4-2 579
C3 1,510

C2-1 534
C2-2 1,126
C1 698

B11 1,647
B10 930
B9 1,014
B8 173

B7-1 768
B7-2 242
B6 1,169
B5 555
B4 582
B3 826
B2 1,112
A2 509

矢島上流 E1 256
E2 499
E3 392
合計 17,700

導水イメージ

取水地点と

排水地点との

標高差38m

延長L=15.1km

Ｐ
ＰＰ

取水ポンプ
中継ポンプ（７基） 排水ポンプ

Ｑmax＝9.40m3/s

管径φ2000mm

《流水の正常な機能の維持》

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域



滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム
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八塩ため池

黒森川貯水池

滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

黒森川第一貯水池
黒森川第二貯水池

黒森川第一貯水池

黒森川第二貯水池

○黒森川第一・第二貯水池のかさ上げについて

・黒森川第一貯水池（昭和23年築造）は昭和32年、昭和50年と過去2回のかさ上げを実施しており、貯水池のＨＷＬは黒森川第二貯水

池の堤体法尻高と一致し、施設配置の面から見た上限までかさ上げが実施されている

・黒森川第二貯水池（大正8年築造）は昭和35年の貯水池買い取り後、昭和49年にかさ上げを実施しており、左右岸の地形的高まりが

堤体天端と同じ高さであり、地形的制約の上限までかさ上げが実施されている

・過去の拡張工事により最大限のかさ上げが実施済みであり、これ以上のかさ上げは困難であることから、代替案の検討対象より棄却

黒森川第一貯水池のHWLと
黒森川第二貯水池の堤体の
法尻高は一致

項　目

池　　名 黒森川第一貯水池 黒森川第二貯水池

総貯水容量 1,305,000m3 －－

有効貯水容量 1,300,000m3 700,000m3

型　　式 ゾーン型フィルダム 均一型フィルダム

堤　　高 26m 11m
設計満水位 204.2m －－

設計洪水位 205.2m －－

諸　　元

堤体の概略断面図

黒森川第一貯水池

黒森川
第二貯水池

子吉ため池

49

黒森川第二貯水池 概略縦断図

子吉ため池

EL.220m

EL.215m

EL215.750
黒森川第二貯水池堤体

左右岸部に地形的な高まりは無い

利水代替案の適用性評価⑩-１（河道外貯留施設（黒森川第一・第二貯水池かさ上げ））

※概略横断は、50mメッシュ標高を基に作成

《流水の正常な機能の維持》

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域



滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

利水代替案の適用性評価⑩-２（河道外貯留施設（子吉ため池かさ上げ））

○子吉ため池のかさ上げについて

・均一型フィルダム（H=14.3m,L=239.4m)
・かさ上げによる堤体高の上限は、“ため池整備”の設計指針※適用上限の15m、または、既往の事例から現堤体高の1.5倍程度

（かさ上げにより堤体高さが15mを超えた場合、適用する基準は“ダム”になるため、堤体そのものを新たに構築する必要が生じる）

・最大かさ上げ高0.7mを適用して容量を確保(160千m3)
・現施設において、3年に1度、由利本荘市が定める渇水対策基準容量を下回ることから、安定した水源を確保するため子吉川からの導

水が必要（導水延長4.7km)
・確保した容量を活用するため、子吉ため池から矢島地点まで導水（導水延長10.5km)
・単独では容量が不足するため、組み合わせ案として検討 ※「土地改良事業設計指針「ため池整備」

子吉ため池
かさ上げ

導水延長
10.5km

導水延長
4.7km

導水イメージ

取水地点と

排水地点との

標高差200m

延長L=4.7km

Ｐ
ＰＰ

取水ポンプ
中継ポンプ（１０基） 排水ポンプ

Ｑmax＝0.11m3/s

管径φ500mm

取水地点と

排水地点との

標高差-167m

延長L=10.5km

Ｐ
Ｐ

取水ポンプ
排水ポンプ

Ｑmax＝0.10m3/s

管径φ450mm

子吉本川から子吉ため池

子吉ため池から子吉川本川
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※由利本荘市ガス水道局提供データより
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子吉ため池 H-V曲線図
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黒森川貯水池は、32年間
のうち11ヵ年で渇水対策

基準容量を下回っている

子吉ため池

全 流 域 面 積 ：2.810km2

（現況）貯水池面積 ：0.224km2

子吉ため池 本堤体断面

《流水の正常な機能の維持》

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域
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八塩ため池

黒森川貯水池

滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池217.06

958

220.06

1,260
190
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200
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220

225

0 200 400 600 800 1000 1200 1400

貯水容量(千m3)

標高(m)

302千m
3

八塩ため池
かさ上げ

導水延長8.6km
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利水代替案の適用性評価⑩-３（河道外貯留施設（八塩ため池かさ上げ））

○八塩ため池のかさ上げについて

・均一型フィルダム（H=27.0m,L=175.4m) 
・かさ上げによる堤体高の上限は、耐震性の観点から30m程度※、または、既往のかさ上げ事例から現堤体高の1.5倍程度とする

・上限である30m（+3.0m)までかさ上げして容量を確保（302千m3)
・確保した容量を活用するため、八塩ため池から矢島地点まで導水（導水延長8.6km)
・単独では容量が不足するため、組み合わせ案として検討 ※「河川管理施設等構造令 規則第10条」

八塩ため池 堤体断面

八塩ため池 H-V曲線図

導水イメージ

取水地点と

排水地点との

標高差-158m

延長L=8.6km

Ｐ
Ｐ

取水ポンプ
排水ポンプ

Ｑmax＝0.20m3/s

管径φ600mm

八塩ため池

《流水の正常な機能の維持》

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域



滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

旧堤 EL.363.10m

WL.366.10m
DH 368.10m

大谷地ため池

○大谷地ため池のかさ上げについて

・大谷地ため池は、明治43年に築造、昭和30年にかさ上げを実施済（H=14.2m、L=359.0m、V=3,530千m3）

・右岸部の高まりは、堤体天端と同じ高さであり、地形的制約の上限まで既にかさ上げが実施

・右岸部に地形的な高まりはなく、これ以上のかさ上げは困難であることから、代替案の検討対象より棄却

堤体天端高と同じ
EL.368.1m

かさ上げすると溢水
する可能性がある

EL368.1m

大谷地ため池 堤体縦断面

大谷地ため池 周辺地形横断面
※概略横断は、50mメッシュ標高を基に作成

52

利水代替案の適用性評価⑩-４（河道外貯留施設（大谷地ため池かさ上げ）） 《流水の正常な機能の維持》

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域



滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池
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○ダム使用権等の振替について

・子吉川流域内にある既設ダムは大内ダム、小羽広ダムの2ダム

・各ダムとも未利用量は発生しておらず、代替案検討の対象より棄却

利水代替案の適用性評価⑪（ダム使用権等の振替）

区 分 ダム

名 称 大内ダム 小羽広ダム

写 真

河 川 支川芋川支流 支川芋川支流

目 的 Ｆ,Ｎ,Ｗ Ｆ

型 式 重力式コンクリート 重力式コンクリート・フィル複合

堤 高 27.5 m 20.0 m
堤頂長 106.0 m 166.2 m
流域面積 3.4 km2 29.8 km2

湛水面積 0.13 km2 0.35 km2

総貯水容量 724 千m3 1,791 千m3

容量配分図

管理者 秋田県 由利本荘市

治水容量 1,551千m
3

サーチャージ水位EL=97.5m

最低水位EL=89.1m

堆砂容量 240千m
3 有

効
貯

水
容

量
1
,5

5
1
千

m
3

総
貯

水
容

量
1
,7

9
1
千

m
3

治水容量 443千m
3

利水容量183千m
3

・流水の正常な機能の維持 84千m3

・水道                  　　　　99千m3

常時満水位EL=67.0m

サーチャージ水位EL=71.0m

最低水位EL=63.0m

堆砂容量 98千m
3

有
効

貯
水

容
量

6
2
6
千

m
3

総
貯

水
容

量
7
2
4
千

m
3

《流水の正常な機能の維持》

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

こ は びろ
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図中の取水量について

（単位：m3/s）
※発電所は最大値を示す。

31 袖 川 発 電 所

29 鳥 海 第 ３ 発 電 所

28 鳥 海 第 ２ 発 電 所
30 板 平 発 電 所

27 鳥 海 第 １ 発 電 所

25 上 川 内 堰 土 地 改 良 区 0.6000 0.4500 0.2000

26 郷 内 発 電 所

24 長 坂 頭 首 工 0.1380 0.1380 ――

笹 子 川

23 坂 之 下 頭 首 工 0.1510 0.1140 ――

22 立 石 頭 首 工 0.3620 0.2658 ――

矢 　島
■

21 大 川 田 北 頭 首 工 0.1770 0.1770 ―― 19 川 辺 揚 水 機 0.1700 0.1200 ――

20 小 板 戸 頭 首 工 0.0540 0.0540 ――

17 滝 沢 頭 首 工 2.9930 2.1590 0.8700

18 木 在 揚 水 機 0.0520 0.0310 ――

16 由 利 町 水 道
通年取水

明 　法
■

鮎 瀬 頭 首 工 0.6900 0.2950 ―― 鮎 川
石 橋 揚 水 機 0.1250 0.1250 ――

15 妻 屋 下 揚 水 機 0.1480 0.1120 ――

石 沢 川

鳥 田 目 揚 水 機 1.1700 1.0350 1.0000
新 小 屋 揚 水 機 0.0400 0.0360 ――

13 向 中 島 揚 水 機 0.1040 0.0880 ――
14 玉 ノ 池 取 水 口 0.4170 0.4170 ――

11 本 荘 市 上 水 道
宮 　内 通年取水

■
12 茨 野 揚 水 機 0.0160 0.0080 ――

10 三 条 揚 水 機 0.2360 0.1430 ――

9 下 久 保 揚 水 機 0.0670 0.0450 ――
7 岡 本 揚 水 機 0.1800 0.1800 ――

8 本 荘 第 ２ 揚 水 機 0.1820 0.1440 ――

6 三 六 沢 揚 水 機 0.0130 0.0130 ――

4 二 十 六 木 揚 水 機 0.0276 0.0248 ――
5 本 荘 第 ３ 揚 水 機 0.1590 0.1260 ――

二十六木橋
■

3 土 谷 揚 水 機 0.1100 0.0800 ――

2 清掃センター処理用水
通年取水

1 川 口 下 中 島 揚 水 機 0.0356 0.0215 ――

芋 川 本荘大橋
■

■は水位・水質観測所を示す。

日　　本　　海

代かき期 普通期 非かんがい期

1.668

0.700

3.890

12.0　(鶯川から3.0)

14.000

6.820

0.025

0.0540

0.0180

鳥海ダム

利水代替案の適用性評価⑫（既得水利権の合理化・転用） 《流水の正常な機能の維持》

滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

水利権 模式図

○既得水利の合理化・転用

・子吉川水系の既得水利権の状況を確認したところ、合理化・転用に活用できるものはないことから、代替案検討の対象より棄却



分類 ケース

かさ上げ
（大内ダム）

貯水池掘削
（大内ダム）

貯水池掘削
（小羽広ダム）

（大内ダム） （小羽広ダム） （子吉ため池） （八塩ため池）

河川整備計画 1 V=17,700千m
3

利水専用ダム 2
H=73.5m

V=17,700千m
3

3
n=22箇所

V=17,700千m
3

4
中流部堰　n=17箇所

V=2,845千m
3

H=＋19.0m

V=8,789千m
3 V=614千m

3
V=1,500千m

3 治水容量買い上げ

V=443千m
3

治水容量買い上げ

V=1,551千m
3

H=＋0.70m

V=160千m
3

H=＋3.00m

V=302千m
3

5
中流部堰　n=17箇所

V=2,845千m
3

n=3箇所

V=4,053千m
3

H=＋19.0m

V=8,789千m
3

治水容量買い上げ

V=1,551千m
3

H=＋0.70m

V=160千m
3

H=＋3.00m

V=302千m
3

6
中流部堰　n=17箇所

V=2,845千m
3

H=＋19.0m

V=8,789千m
3

治水容量買い上げ

V=1,551千m
3

n=7箇所

V=4,053千m
3

H=＋0.70m

V=160千m
3

H=＋3.00m

V=302千m
3

7
n=6箇所

V=6,898千m3

H=＋19.0m

V=8,789千m3

治水容量買い上げ

V=1,551千m3

H=＋0.70m

V=160千m3

H=＋3.00m

V=302千m3

8
H=＋19.0m

V=8,789千m
3

治水容量買い上げ

V=1,551千m
3

n=10箇所

V=6,898千m
3

H=＋0.70m

V=160千m
3

H=＋3.00m

V=302千m
3

9
中流部堰　n=17箇所

V=2,845千m
3

n=4箇所

V=4,515千m
3

H=＋19.0m

V=8,789千m
3

治水容量買い上げ

V=1,551千m
3

10
中流部堰　n=17箇所

V=2,845千m
3

H=＋19.0m

V=8,789千m
3

治水容量買い上げ

V=1,551千m
3

n=8箇所

V=4,515千m
3

11
n=6箇所

V=6,904千m3

H=＋19.0m

V=8,789千m3

治水容量買い上げ

V=1,551千m3

n=2箇所

V=456千m3

12
H=＋19.0m

V=8,789千m
3

治水容量買い上げ

V=1,551千m
3

n=11箇所

V=7,360千m
3

利水専用ダム新設 河口堰・中流部堰
河道外貯留施設

（貯水池）

ダム以外を中心と
した組合せ

河川区域外での対応河川区域内での対応

ダム再開発 河道外貯留施設（ため池かさ上げ）他用途ダム容量買い上げ
河道外貯留施設

（調整池）
鳥海ダム

利水対策案の立案（ケースの組み合わせ）

○流水の正常な機能の維持

《流水の正常な機能の維持》
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○利水対策案（流水の正常な機能の維持）の一覧表

・第２回「検討の場」においては、流水の正常な機能の維持１４ケースの組み合わせを提示していたが、子吉川流域での利水代替案の評

価の結果（代替案別の可能施設の抽出・規模等の検討）、「鳥海ダムと他代替案の組み合わせ」及び「利水専用ダムと他代替案の組み

合わせ」については、鳥海ダム及び利水専用ダム単独がコスト的に安価であるため、単独代替案としての評価を行うこととした。

・「ダム以外を中心とした組み合わせ」については、コスト的に安価になると考えられたケースを追加し、合計以下の１２ケースの組み合

わせにおいて概略評価を行うこととした



滝沢頭首工

鳥海ダム

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

滝沢頭首工

鳥海ダム

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池
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利水対策案 １ （現計画）

鳥海ダムの建設

◇利水対策案の概要
■対策案の施設規模は、流水の正常な機能の維持17,700千m3  としている。

■流水の正常な機能の維持については、鳥海ダムの建設にて対応する。
※対策案に関する施設管理者、利水関係者等との事前協議や調整は別途行う必要がある

※対策案の施設規模はダム事業者や水利使用許可権者として有している情報により可能な範囲で検討したものであり、変更となることがある

■水資源開発施設諸元

鳥海ダム(17,700 千m3)

対策案 １ 採用案の施設組み合わせ

流水の正常な機能の維持

鳥海ダム
新設

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

代替案 河口堰

　　　　　　　　　　　　　対象とする代替案

　　組み合わせ概要

鳥
海
ダ
ム

利
水
専
用
ダ
ム
新
設

中
流
堰

(

新
設

)

河
道
外
貯
留
施
設

(

調
整
池
新
設

)

た
め
池

(

か
さ
上
げ
・
買
取

)
1 河川整備計画に基づき鳥海ダムを新設 ○ － － － － － － － － － －

他
用
途
ダ
ム
容
量
買
い
上
げ

ケ
ー

ス
N
o

ダム
河
道
外
貯
留
施
設

(

貯
水
池

)

ダ
ム
再
開
発

(

か
さ
上
げ
・
掘
削

)

ダ
ム
使
用
権
等
の
振
替

既
得
水
利
の
合
理
化
・
転
用

地
下
水
取
水

ため池(取水後の

貯留施設を含む)



滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池
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利水専用ダム（Ｈ＝73.5m）

◇利水対策案の概要
■対策案の施設規模は、流水の正常な機能の維持17,700千m3  としている。

■流水の正常な機能の維持については、利水専用ダムの建設にて対応する。
※対策案に関する施設管理者、利水関係者等との事前協議や調整は別途行う必要がある

※対策案の施設規模はダム事業者や水利使用許可権者として有している情報により可能な範囲で検討したものであり、変更となることがある

■水資源開発施設諸元
利水専用ダム H=73.5 m、総貯水容量 25,700 千m3

（新規利水17,700 千m3、堆砂8,000 千m3）

対策案 ２ 採用案の施設組み合わせ

利水対策案 ２ （利水専用ダム） 流水の正常な機能の維持

利水専用ダム
新設

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

●現計画におけるダム依存量 ●採用案における施設組み合わせ

ダム名 ダム依存量 施設名 規格 施設依存量 順位

鳥海ダム 17,700 千m3 利水専用ダム H=73.5m 17,700 千m3 1

代替案 河口堰

　　　　　　　　　　　　　対象とする代替案

　　組み合わせ概要

鳥
海
ダ
ム

利
水
専
用
ダ
ム
新
設

中
流
堰

(

新
設

)

河
道
外
貯
留
施
設

(

調
整
池
新
設

)

た
め
池

(

か
さ
上
げ
・
買
取

)
2 利水専用ダム － ○

H=73.5m － － － － ○ － － ○ ○

地
下
水
取
水

ため池(取水後の

貯留施設を含む)
ダ
ム
使
用
権
等
の
振
替

既
得
水
利
の
合
理
化
・
転
用

ダ
ム
再
開
発

(

か
さ
上
げ
・
掘
削

)

他
用
途
ダ
ム
容
量
買
い
上
げ

ケ
ー

ス
N
o

ダム
河
道
外
貯
留
施
設

(

貯
水
池

)

×××



滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池
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河道外貯留施設（調整池）

◇利水対策案の概要
■対策案の施設規模は、流水の正常な機能の維持17,700千m3  としている。

■流水の正常な機能の維持については、河道外貯留施設（調整池）の建設にて対

応する。

■河道外貯留施設の建設については、土地所有者や関係利水者との調整（合意）

が必要である。
※対策案に関する施設管理者、利水関係者等との事前協議や調整は別途行う必要がある

※対策案の施設規模はダム事業者や水利使用許可権者として有している情報により可能な範囲で検討したものであり、変更となることがある

■水資源開発施設諸元
--

■利水対策施設
河道外貯留施設（調整池）（17,700千m3) 
導水施設（L=15.1km）

対策案 ３ 採用案の施設組み合わせ

利水対策案 ３ （河道外貯留施設（調整池）） 流水の正常な機能の維持

河道外貯留施設
（調整池新設）

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

●現計画におけるダム依存量 ●採用案における施設組み合わせ

ダム名 ダム依存量 施設名 規格 施設依存量 順位

鳥海ダム 17,700 千m3 河道外調整池 22箇所 17,700 千m3 1

代替案 河口堰

　　　　　　　　　　　　　対象とする代替案

　　組み合わせ概要

鳥
海
ダ
ム

利
水
専
用
ダ
ム
新
設

中
流
堰

(

新
設

)

河
道
外
貯
留
施
設

(

調
整
池
新
設

)

た
め
池

(

か
さ
上
げ
・
買
取

)
3 河道外貯留施設（調整池）新設 － － ○ ○ ○ ○ ○

○
22箇所

○ ○ ○

他
用
途
ダ
ム
容
量
買
い
上
げ

ケ
ー

ス
N
o

ダム
河
道
外
貯
留
施
設

(

貯
水
池

)

ダ
ム
再
開
発

(

か
さ
上
げ
・
掘
削

)

ダ
ム
使
用
権
等
の
振
替

既
得
水
利
の
合
理
化
・
転
用

地
下
水
取
水

ため池(取水後の

貯留施設を含む)

×××



滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池
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◇利水対策案の概要
■対策案の施設規模は、流水の正常な機能の維持17,700千m3 としている。

■流水の正常な機能の維持については、既設ため池のかさ上げにて対応する。また、不足分を大
内ダムのかさ上げ・貯水池掘削・治水容量買い上げ、小羽広ダムの貯水池掘削・治水容量買い
上げ及び中流部堰の建設にて対応する。

■ため池のかさ上げについては、築堤材料等について十分調査する必要がある。
■ため池のかさ上げについては、管理者との調整（合意）が必要である。
■大内ダムかさ上げについては、地質調査等技術的な検討が必要となる。
■大内ダムかさ上げ・貯水池掘削及び治水容量買い上げ、小羽広ダム貯水池掘削及び治水容量

買い上げについては、ダム管理者、関係利水者、被害軽減対象者等と十分調整する必要がある。
■大内ダム及び小羽広ダムの治水容量買い上げについては、買い上げに伴う治水代替策を別途

検討する必要がある。
■中流部堰の建設については、地質調査等の技術的な検討が必要となる。
※対策案に関する施設管理者、利水関係者等との事前協議や調整は別途行う必要がある
※対策案の施設規模はダム事業者や水利使用許可権者として有している情報により可能な範囲で検討したものであり、変更となることがある

■水資源開発施設諸元
大内ダムかさ上げ＋19.0m、総貯水容量9,513 千m3

（新規利水8,789 千m3）
大内ダム貯水池掘削（614 千m3）・治水容量買い上げ（443 千m3）
小羽広ダム貯水池掘削（1,500 千m3）・治水容量買い上げ（1,551 千m3）

■利水対策施設
子吉ため池かさ上げ（160 千m3）
八塩ため池かさ上げ（302 千m3）
中流部堰(2,845 千m3) 
導水施設（L=83.7 km)

対策案 ４ 採用案の施設組み合わせ

利水対策案 ４ 流水の正常な機能の維持（ため池［かさ上げ］＋ダム再開発［かさ上げ・貯水池掘削］
＋治水容量買い上げ＋中流部堰）

導水子吉ため池
かさ上げ

大内ダム
かさ上げ

貯水池掘削
治水容量買い上げ

導水

小羽広ダム
貯水池掘削

治水容量買い上げ
導水

八塩ため池
かさ上げ導水

中流部堰

ため池（子吉・八塩）かさ上げ＋大内ダムかさ上げ＋大内ダム貯水池掘削＋小羽広ダム貯水池掘削
＋治水容量買い上げ（大内ダム・小羽広ダム）＋中流部堰

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

●現計画におけるダム依存量 ●採用案における施設組み合わせ

ダム名 ダム依存量 施設名 規格 施設依存量 順位

鳥海ダム 17,700 千m3 中流堰 17箇所 2,845 千m3 5
ダム再開発 大内ダム＋19.0m 8,789 千m3 3

大内ダム貯水池掘削 614 千m3 8
小羽広ダム貯水池掘削 1,500 千m3 6

他用途買い上げ 大内ダム 443 千m3 7
小羽広ダム 1,551 千m3 4

ため池かさ上げ 子吉ため池+0.70m 160 千m3 2
八塩ため池+3.00m 302 千m3 1

代替案 河口堰

　　　　　　　　　　　　　対象とする代替案

　　組み合わせ概要

鳥
海
ダ
ム

利
水
専
用
ダ
ム
新
設

中
流
堰

(

新
設

)

河
道
外
貯
留
施
設

(

調
整
池
新
設

)

た
め
池

(

か
さ
上
げ
・
買
取

)

4
子吉ため池かさ上げ＋八塩ため池かさ上げ
＋大内ダム（かさ上げ・貯水池掘削・治水容量買い上げ）
＋小羽広ダム（貯水池掘削・治水容量買い上げ）
＋堰新設

－ －
○

17箇所
○

○
大内ダム
かさ上げ

貯水池掘削
小羽広ダム
貯水池掘削

○
大内ダム

小羽広ダム
治水容量

○ ○

○
子吉ため池
かさ上げ

八塩ため池
かさ上げ

○ ○

地
下
水
取
水

ため池(取水後の

貯留施設を含む)
ダ
ム
使
用
権
等
の
振
替

既
得
水
利
の
合
理
化
・
転
用

ダ
ム
再
開
発

(

か
さ
上
げ
・
掘
削

)

他
用
途
ダ
ム
容
量
買
い
上
げ

ケ
ー

ス
N
o

ダム
河
道
外
貯
留
施
設

(

貯
水
池

)

×××



滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池
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◇利水対策案の概要
■対策案の施設規模は、流水の正常な機能の維持17,700千m3としている。

■流水の正常な機能の維持については、既設ため池のかさ上げにて対応する。また、不足分を大
内ダムのかさ上げ・小羽広ダム治水容量買い上げ・中流部堰および河道外貯留施設(貯水池）の

建設にて対応する。
■ため池のかさ上げについては、築堤材料等について十分調査する必要がある。
■ため池のかさ上げについては、管理者との調整（合意）が必要である。
■大内ダムかさ上げについては、地質調査等技術的な検討が必要となる。
■大内ダムかさ上げについては、ダム管理者や関係利水者等と十分調整する必要がある。
■小羽広ダムの治水容量買い上げに伴う治水代替を別途検討する必要がある。
■小羽広ダムの治水容量買い上げについては、ダム管理者や被害軽減対象者との調整（合意）が

必要である。
■中流部堰の建設については、地質調査等の技術的検討が必要となる。
■河道外貯留施設の建設については、土地所有者や関係利水者等との調整（合意）が必要である。
※対策案に関する施設管理者、利水関係者等との事前協議や調整は別途行う必要がある
※対策案の施設規模はダム事業者や水利使用許可権者として有している情報により可能な範囲で検討したものであり、変更となることがある

■水資源開発施設諸元
大内ダムかさ上げ＋19.0m、総貯水容量9,513 千m3

（新規利水8,789 千m3）

小羽広ダム治水容量買い上げ(1,551 千m3)

■利水対策施設
子吉ため池かさ上げ（160 千m3）

八塩ため池かさ上げ（302 千m3）

中流部堰(2,845 千m3) 
河道外貯留施設(貯水池)(4,053千m3)
導水施設（L=83.7 km)

対策案 ５ 採用案の施設組み合わせ

利水対策案 ５ 流水の正常な機能の維持（ため池［かさ上げ］＋ダム再開発［かさ上げ］
＋治水容量買い上げ＋中流部堰＋河道外貯留施設（貯水池））

ため池（子吉・八塩）かさ上げ＋大内ダムかさ上げ（+19.0m）＋小羽広ダム治水容量買い上げ

＋中流部堰＋河道外貯留施設（貯水池）

導水子吉ため池
かさ上げ

大内ダム
かさ上げ

導水

小羽広ダム
治水容量買い上げ導水

八塩ため池
かさ上げ導水

中流部堰

河道外貯留施設
（貯水池新設）

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

●現計画におけるダム依存量 ●採用案における施設組み合わせ

ダム名 ダム依存量 施設名 規格 施設依存量 順位

鳥海ダム 17,700 千m3 中流堰 17箇所 2,845 千m3 5
河道外貯水池 3箇所 4,053 千m3 6
ダム再開発 大内ダム＋19.0m 8,789 千m3 3
他用途買い上げ 小羽広ダム 1,551 千m3 4
ため池かさ上げ 子吉ため池+0.70m 160 千m3 2

八塩ため池+3.00m 302 千m3 1

代替案 河口堰

　　　　　　　　　　　　　対象とする代替案

　　組み合わせ概要

鳥
海
ダ
ム

利
水
専
用
ダ
ム
新
設

中
流
堰

(

新
設

)

河
道
外
貯
留
施
設

(

調
整
池
新
設

)

た
め
池

(

か
さ
上
げ
・
買
取

)

5
子吉ため池かさ上げ＋八塩ため池かさ上げ
＋大内ダムかさ上げ＋小羽広ダム治水容量買い上げ
＋堰新設＋河道外貯留施設(貯水池)新設

－ －
○

17箇所
○

3箇所

○
大内ダム
かさ上げ

○
小羽広ダム
治水容量

○ ○

○
子吉ため池
かさ上げ

八塩ため池
かさ上げ

○ ○

他
用
途
ダ
ム
容
量
買
い
上
げ

ケ
ー

ス
N
o

ダム
河
道
外
貯
留
施
設

(

貯
水
池

)

ダ
ム
再
開
発

(

か
さ
上
げ
・
掘
削

)

ダ
ム
使
用
権
等
の
振
替

既
得
水
利
の
合
理
化
・
転
用

地
下
水
取
水

ため池(取水後の

貯留施設を含む)

×××



滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池
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◇利水対策案の概要
■対策案の施設規模は、流水の正常な機能の維持17,700千m3としている。

■流水の正常な機能の維持については、既設ため池のかさ上げにて対応する。また、不足分を大
内ダムのかさ上げ・小羽広ダム治水容量買い上げ・中流部堰および河道外貯留施設(調整池）の

建設にて対応する。
■ため池のかさ上げについては、築堤材料等について十分調査する必要がある。
■ため池のかさ上げについては、管理者との調整（合意）が必要である。
■大内ダムかさ上げについては、地質調査等技術的な検討が必要となる。
■大内ダムかさ上げについては、ダム管理者や関係利水者等と十分調整する必要がある。
■小羽広ダムの治水容量買い上げに伴う治水代替を別途検討する必要がある。
■小羽広ダムの治水容量買い上げについては、ダム管理者や被害軽減対象者との調整（合意）が

必要である。
■中流部堰の建設については、地質調査等の技術的検討が必要となる。
■河道外貯留施設の建設については、土地所有者や関係利水者等との調整（合意）が必要である。
※対策案に関する施設管理者、利水関係者等との事前協議や調整は別途行う必要がある
※対策案の施設規模はダム事業者や水利使用許可権者として有している情報により可能な範囲で検討したものであり、変更となることがある

■水資源開発施設諸元
大内ダムかさ上げ＋19.0m、総貯水容量9,513 千m3

（新規利水8,789 千m3）

小羽広ダム治水容量買い上げ(1,551 千m3)

■利水対策施設
子吉ため池かさ上げ（160 千m3）

八塩ため池かさ上げ（302 千m3）

中流部堰(2,845 千m3) 
河道外貯留施設(調整池)(4,053千m3)
導水施設（L=83.7 km)

対策案 ６ 採用案の施設組み合わせ

利水対策案 ６ 流水の正常な機能の維持（ため池［かさ上げ］＋ダム再開発［かさ上げ］
＋治水容量買い上げ＋中流部堰＋河道外貯留施設（調整池））

ため池（子吉・八塩）かさ上げ＋大内ダムかさ上げ（+19.0m）＋小羽広ダム治水容量買い上げ

＋中流部堰＋河道外貯留施設（調整池）

導水子吉ため池
かさ上げ

大内ダム
かさ上げ

導水

小羽広ダム
治水容量買い上げ導水

八塩ため池
かさ上げ導水

中流部堰

河道外貯留施設
（調整池新設）

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

●現計画におけるダム依存量 ●採用案における施設組み合わせ

ダム名 ダム依存量 施設名 規格 施設依存量 順位

鳥海ダム 17,700 千m3 中流堰 17箇所 2,845 千m3 5
ダム再開発 大内ダム＋19.0m 8,789 千m3 3
他用途買い上げ 小羽広ダム 1,551 千m3 4
河道外調整池 7箇所 4,053 千m3 6
ため池かさ上げ 子吉ため池+0.70m 160 千m3 2

八塩ため池+3.00m 302 千m3 1

代替案 河口堰

　　　　　　　　　　　　　対象とする代替案

　　組み合わせ概要

鳥
海
ダ
ム

利
水
専
用
ダ
ム
新
設

中
流
堰

(

新
設

)

河
道
外
貯
留
施
設

(

調
整
池
新
設

)

た
め
池

(

か
さ
上
げ
・
買
取

)

6
子吉ため池かさ上げ＋八塩ため池かさ上げ
＋大内ダムかさ上げ＋小羽広ダム治水容量買い上げ
＋堰新設＋河道外貯留施設(調整池)新設

－ －
○

17箇所
○

○
大内ダム
かさ上げ

○
小羽広ダム
治水容量

○
○

7箇所

○
子吉ため池
かさ上げ

八塩ため池
かさ上げ

○ ○

地
下
水
取
水

ため池(取水後の

貯留施設を含む)
ダ
ム
使
用
権
等
の
振
替

既
得
水
利
の
合
理
化
・
転
用

ダ
ム
再
開
発

(

か
さ
上
げ
・
掘
削

)

他
用
途
ダ
ム
容
量
買
い
上
げ

ケ
ー

ス
N
o

ダム
河
道
外
貯
留
施
設

(

貯
水
池

)

×××



滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池
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◇利水対策案の概要
■対策案の施設規模は、流水の正常な機能の維持17,700千m3としている。

■流水の正常な機能の維持については、既設ため池のかさ上げにて対応する。また、不足分を大
内ダムのかさ上げ・小羽広ダム治水容量買い上げおよび河道外貯留施設(貯水池）の建設にて対
応する。

■ため池のかさ上げについては、築堤材料等について十分調査する必要がある。
■ため池のかさ上げについては、管理者との調整（合意）が必要である。
■大内ダムかさ上げについては、地質調査等技術的な検討が必要となる。
■大内ダムかさ上げについては、ダム管理者や関係利水者等と十分調整する必要がある。
■小羽広ダムの治水容量買い上げに伴う治水代替を別途検討する必要がある。
■小羽広ダムの治水容量買い上げについては、ダム管理者や被害軽減対象者との調整（合意）が

必要である。
■河道外貯留施設の建設については、土地所有者や関係利水者等との調整（合意）が必要である。
※対策案に関する施設管理者、利水関係者等との事前協議や調整は別途行う必要がある

※対策案の施設規模はダム事業者や水利使用許可権者として有している情報により可能な範囲で検討したものであり、変更となることがある

■水資源開発施設諸元
大内ダムかさ上げ＋19.0m、総貯水容量9,513 千m3

（新規利水8,789 千m3）

小羽広ダム治水容量買い上げ(1,551 千m3)

■利水対策施設
子吉ため池かさ上げ（160 千m3）

八塩ため池かさ上げ（302 千m3）

河道外貯留施設(貯水池)(6,898千m3)
導水施設（L=82.3 km)

対策案 ７ 採用案の施設組み合わせ

利水対策案 ７ 流水の正常な機能の維持（ため池［かさ上げ］＋ダム再開発［かさ上げ］
＋治水容量買い上げ＋河道外貯留施設（貯水池））

ため池（子吉・八塩）かさ上げ＋大内ダムかさ上げ（+19.0m）＋小羽広ダム治水容量買い上げ

＋河道外貯留施設（貯水池）

導水子吉ため池
かさ上げ

大内ダム
かさ上げ

導水

小羽広ダム
治水容量買い上げ導水

八塩ため池
かさ上げ導水

河道外貯留施設
（貯水池新設）

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

●現計画におけるダム依存量 ●採用案における施設組み合わせ

ダム名 ダム依存量 施設名 規格 施設依存量 順位

鳥海ダム 17,700 千m3 河道外貯水池 6箇所 6,898 千m3 5
ダム再開発 大内ダム＋19.0m 8,789 千m3 3
他用途買い上げ 小羽広ダム 1,551 千m3 4
ため池かさ上げ 子吉ため池+0.70m 160 千m3 2

八塩ため池+3.00m 302 千m3 1

代替案 河口堰

　　　　　　　　　　　　　対象とする代替案

　　組み合わせ概要

鳥
海
ダ
ム

利
水
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用
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ム
新
設
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流
堰

(

新
設

)
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施
設

(
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池
新
設

)
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め
池

(
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げ
・
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取

)

7

子吉ため池かさ上げ＋八塩ため池かさ上げ
＋大内ダムかさ上げ
＋小羽広ダム治水容量買い上げ
＋河道外貯留施設(貯水池)新設

－ － ○
○

6箇所

○
大内ダム
かさ上げ

○
小羽広ダム
治水容量

○ ○

○
子吉ため池
かさ上げ

八塩ため池
かさ上げ

○ ○

他
用
途
ダ
ム
容
量
買
い
上
げ

ケ
ー

ス
N
o

ダム
河
道
外
貯
留
施
設

(

貯
水
池

)

ダ
ム
再
開
発

(

か
さ
上
げ
・
掘
削

)

ダ
ム
使
用
権
等
の
振
替

既
得
水
利
の
合
理
化
・
転
用

地
下
水
取
水

ため池(取水後の

貯留施設を含む)

×××



滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池
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◇利水対策案の概要
■対策案の施設規模は、流水の正常な機能の維持17,700千m3としている。

■流水の正常な機能の維持については、既設ため池のかさ上げにて対応する。また、不足分を大
内ダムのかさ上げ・小羽広ダム治水容量買い上げおよび河道外貯留施設(調整池）の建設にて対
応する。

■ため池のかさ上げについては、築堤材料等について十分調査する必要がある。
■ため池のかさ上げについては、管理者との調整（合意）が必要である。
■大内ダムかさ上げについては、地質調査等技術的な検討が必要となる。
■大内ダムかさ上げについては、ダム管理者や関係利水者等と十分調整する必要がある。
■小羽広ダムの治水容量買い上げに伴う治水代替を別途検討する必要がある。
■小羽広ダムの治水容量買い上げについては、ダム管理者や被害軽減対象者との調整（合意）が

必要である。
■河道外貯留施設の建設については、土地所有者や関係利水者等との調整（合意）が必要である。
※対策案に関する施設管理者、利水関係者等との事前協議や調整は別途行う必要がある
※対策案の施設規模はダム事業者や水利使用許可権者として有している情報により可能な範囲で検討したものであり、変更となることがある

■水資源開発施設諸元
大内ダムかさ上げ＋19.0m、総貯水容量9,513 千m3

（新規利水8,789 千m3）

小羽広ダム治水容量買い上げ(1,551 千m3)

■利水対策施設
子吉ため池かさ上げ（160 千m3）

八塩ため池かさ上げ（302 千m3）

河道外貯留施設(調整池)(6,898千m3)
導水施設（L=82.3 km)

対策案 ８ 採用案の施設組み合わせ

利水対策案 ８ 流水の正常な機能の維持（ため池［かさ上げ］＋ダム再開発［かさ上げ］
＋治水容量買い上げ＋河道外貯留施設（調整池））

ため池（子吉・八塩）かさ上げ＋大内ダムかさ上げ（+19.0m）＋小羽広ダム治水容量買い上げ

＋河道外貯留施設（調整池）

導水子吉ため池
かさ上げ

大内ダム
かさ上げ

導水

小羽広ダム
治水容量買い上げ導水

八塩ため池
かさ上げ導水

河道外貯留施設
（調整池新設）

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

●現計画におけるダム依存量 ●採用案における施設組み合わせ

ダム名 ダム依存量 施設名 規格 施設依存量 順位

鳥海ダム 17,700 千m3 ダム再開発 大内ダム＋19.0m 8,789 千m3 3
他用途買い上げ 小羽広ダム 1,551 千m3 4
河道外調整池 10箇所 6,898 千m3 5
ため池かさ上げ 子吉ため池+0.70m 160 千m3 2

八塩ため池+3.00m 302 千m3 1

代替案 河口堰

　　　　　　　　　　　　　対象とする代替案

　　組み合わせ概要

鳥
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ム
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新
設
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(

新
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(
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)

た
め
池

(
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)

8

子吉ため池かさ上げ＋八塩ため池かさ上げ
＋大内ダムかさ上げ
＋小羽広ダム治水容量買い上げ
＋河道外貯留施設(調整池)新設

－ － ○ ○
○

大内ダム
かさ上げ

○
小羽広ダム
治水容量

○
○

10箇所

○
子吉ため池
かさ上げ

八塩ため池
かさ上げ

○ ○

地
下
水
取
水

ため池(取水後の

貯留施設を含む)
ダ
ム
使
用
権
等
の
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替
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得
水
利
の
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化
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転
用

ダ
ム
再
開
発

(
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)
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ダ
ム
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ダム
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(

貯
水
池

)

×××



滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池
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◇利水対策案の概要
■対策案の施設規模は、流水の正常な機能の維持17,700千m3としている。

■流水の正常な機能の維持については、大内ダムのかさ上げにて対応する。また、不足分を小羽

広ダム治水容量買い上げ・中流部堰および河道外貯留施設(貯水池）の建設にて対応する。

■大内ダムかさ上げについては、地質調査等技術的な検討が必要となる。

■大内ダムかさ上げについては、ダム管理者や関係利水者等と十分調整する必要がある。

■小羽広ダムの治水容量買い上げに伴う治水代替を別途検討する必要がある。

■小羽広ダムの治水容量買い上げについては、ダム管理者や被害軽減対象者との調整（合意）が

必要である。

■中流部堰の建設については、地質調査等の技術的検討が必要となる。

■河道外貯留施設の建設については、土地所有者や関係利水者等との調整（合意）が必要である。
※対策案に関する施設管理者、利水関係者等との事前協議や調整は別途行う必要がある
※対策案の施設規模はダム事業者や水利使用許可権者として有している情報により可能な範囲で検討したものであり、変更となることがある

■水資源開発施設諸元
大内ダムかさ上げ＋19.0m、総貯水容量9,513 千m3

（新規利水8,789 千m3）

小羽広ダム治水容量買い上げ(1,551 千m3)

■利水対策施設
中流部堰(2,845 千m3) 
河道外貯留施設(貯水池)(4,515千m3)
導水施設（L=59.9 km)

対策案 ９ 採用案の施設組み合わせ

利水対策案 ９ 流水の正常な機能の維持（ダム再開発［かさ上げ］＋治水容量買い上げ
＋中流部堰＋河道外貯留施設（貯水池））

大内ダムかさ上げ（+19.0m）＋小羽広ダム治水容量買い上げ＋中流部堰＋河道外貯留施設（貯水池）

導水

大内ダム
かさ上げ

導水

小羽広ダム
治水容量買い上げ導水中流部堰

河道外貯留施設
（貯水池新設）

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

●現計画におけるダム依存量 ●採用案における施設組み合わせ

ダム名 ダム依存量 施設名 規格 施設依存量 順位

鳥海ダム 17,700 千m3 中流堰 17箇所 2,845 千m3 3
河道外貯水池 5箇所 4,515 千m3 4
他用途買い上げ 小羽広ダム 1,551 千m3 1
ダム再開発 大内ダム＋19.0m 8,789 千m3 2

代替案 河口堰

　　　　　　　　　　　　　対象とする代替案

　　組み合わせ概要
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9 堰新設＋大内ダムかさ上げ
＋河道外貯留施設(貯水池)新設

－ －
○

17箇所
○
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○
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○
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○ ○ ○ ○ ○
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(
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)
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)

ダ
ム
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等
の
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水
利
の
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用

地
下
水
取
水

ため池(取水後の

貯留施設を含む)

×××



滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

◇利水対策案の概要
■対策案の施設規模は、流水の正常な機能の維持17,700千m3としている。

■流水の正常な機能の維持については、大内ダムのかさ上げにて対応する。また、不足分を小羽

広ダム治水容量買い上げ・中流部堰および河道外貯留施設(調整池）の建設にて対応する。

■大内ダムかさ上げについては、地質調査等技術的な検討が必要となる。

■大内ダムかさ上げについては、ダム管理者や関係利水者等と十分調整する必要がある。

■小羽広ダムの治水容量買い上げに伴う治水代替を別途検討する必要がある。

■小羽広ダムの治水容量買い上げについては、ダム管理者や被害軽減対象者との調整（合意）が

必要である。

■中流部堰の建設については、地質調査等の技術的検討が必要となる。

■河道外貯留施設の建設については、土地所有者や関係利水者等との調整（合意）が必要である。
※対策案に関する施設管理者、利水関係者等との事前協議や調整は別途行う必要がある
※対策案の施設規模はダム事業者や水利使用許可権者として有している情報により可能な範囲で検討したものであり、変更となることがある

■水資源開発施設諸元
大内ダムかさ上げ＋19.0m、総貯水容量9,513 千m3

（新規利水8,789 千m3）

小羽広ダム治水容量買い上げ(1,551 千m3)

■利水対策施設
中流部堰(2,845 千m3) 
河道外貯留施設(調整池)(4,515千m3)
導水施設（L=59.9 km)

対策案 １０ 採用案の施設組み合わせ

利水対策案 １０ 流水の正常な機能の維持（ダム再開発［かさ上げ］＋治水容量買い上げ
＋中流部堰＋河道外貯留施設（調整池））

大内ダムかさ上げ（+19.0m）＋小羽広ダム治水容量買い上げ＋中流部堰＋河道外貯留施設（調整池）

導水

大内ダム
かさ上げ

導水

小羽広ダム
治水容量買い上げ導水中流部堰

河道外貯留施設
（調整池新設）
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：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

●現計画におけるダム依存量 ●採用案における施設組み合わせ

ダム名 ダム依存量 施設名 規格 施設依存量 順位

鳥海ダム 17,700 千m3 中流堰 17箇所 2,845 千m3 3
ダム再開発 大内ダム＋19.0m 8,789 千m3 1
他用途買い上げ 小羽広ダム 1,551 千m3 2
河道外調整池 8箇所 4,515 千m3 4

代替案 河口堰

　　　　　　　　　　　　　対象とする代替案

　　組み合わせ概要
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堰新設＋大内ダムかさ上げ
＋小羽広ダム治水容量買い上げ
＋河道外貯留施設(調整池)新設

－ －
○
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○
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×××



滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池
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◇利水対策案の概要
■対策案の施設規模は、流水の正常な機能の維持17,700千m3としている。

■流水の正常な機能の維持については、大内ダムのかさ上げにて対応する。また、不足分を小羽

広ダム治水容量買い上げ・河道外貯留施設（貯水池）および河道外貯留施設(調整池）の建設に

て対応する。

■大内ダムかさ上げについては、地質調査等技術的な検討が必要となる。

■大内ダムかさ上げについては、ダム管理者や関係利水者等と十分調整する必要がある。

■小羽広ダムの治水容量買い上げに伴う治水代替を別途検討する必要がある。

■小羽広ダムの治水容量買い上げについては、ダム管理者や被害軽減対象者との調整（合意）が

必要である。

■河道外貯留施設の建設については、土地所有者や関係利水者等との調整（合意）が必要である。
※対策案に関する施設管理者、利水関係者等との事前協議や調整は別途行う必要がある

※対策案の施設規模はダム事業者や水利使用許可権者として有している情報により可能な範囲で検討したものであり、変更となることがある

■水資源開発施設諸元
大内ダムかさ上げ＋19.0m、総貯水容量9,513 千m3

（新規利水8,789 千m3）

小羽広ダム治水容量買い上げ(1,551 千m3)

■利水対策施設
河道外貯留施設(貯水池)(6,904千m3)
河道外貯留施設(調整池)(456千m3)
導水施設（L=58.5 km)

対策案 １１ 採用案の施設組み合わせ

利水対策案 １１ 流水の正常な機能の維持（ダム再開発［かさ上げ］＋治水容量買い上げ
＋河道外貯留施設（貯水池） ＋河道外貯留施設（調整池） ）

大内ダムかさ上げ（+19.0m）＋小羽広ダム治水容量買い上げ＋河道外貯留施設（貯水池）

＋河道外貯留施設（調整池）

導水

大内ダム
かさ上げ

導水

小羽広ダム
治水容量買い上げ導水

河道外貯留施設
（貯水池新設）

河道外貯留施設
（調整池新設）

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

●現計画におけるダム依存量 ●採用案における施設組み合わせ

ダム名 ダム依存量 施設名 規格 施設依存量 順位

鳥海ダム 17,700 千m3 河道外貯水池 6箇所 6,904 千m3 3
ダム再開発 大内ダム＋19.0m 8,789 千m3 1
他用途買い上げ 小羽広ダム 1,551 千m3 2
河道外調整池 2箇所 456 千m3 4

代替案 河口堰

　　　　　　　　　　　　　対象とする代替案

　　組み合わせ概要
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大内ダムかさ上げ
＋小羽広ダム治水容量買い上げ
＋河道外貯留施設(貯水池)新設
＋河道外貯留施設(調整池)新設
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滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池

滝沢頭首工

小羽広ダム

大内ダム

宮内

矢島

八塩ため池

黒森川貯水池
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◇利水対策案の概要
■対策案の施設規模は、流水の正常な機能の維持17,700千m3としている。

■流水の正常な機能の維持については、大内ダムかさ上げにて対応する。また、不足分を小羽広

ダム治水容量買い上げおよび河道外貯留施設(調整池）の建設にて対応する。

■大内ダムかさ上げについては、地質調査等技術的な検討が必要となる。

■大内ダムかさ上げについては、ダム管理者や関係利水者等と十分調整する必要がある。

■小羽広ダムの治水容量買い上げに伴う治水代替を別途検討する必要がある。

■小羽広ダムの治水容量買い上げについては、ダム管理者や被害軽減対象者との調整（合意）が

必要である。

■河道外貯留施設の建設については、土地所有者や関係利水者等との調整（合意）が必要である。
※対策案に関する施設管理者、利水関係者等との事前協議や調整は別途行う必要がある

※対策案の施設規模はダム事業者や水利使用許可権者として有している情報により可能な範囲で検討したものであり、変更となることがある

■水資源開発施設諸元
大内ダムかさ上げ＋19.0m、総貯水容量9,513 千m3

（新規利水8,789 千m3）

小羽広ダム治水容量買い上げ(1,551 千m3)

■利水対策施設
河道外貯留施設(調整池)(7,360千m3)
導水施設（L=58.5 km)

対策案 １２ 採用案の施設組み合わせ

利水対策案 １２ 流水の正常な機能の維持（ダム再開発［大内ダムかさ上げ］
＋治水容量買い上げ＋河道外貯留施設（調整池））

大内ダムかさ上げ（+19.0m）＋小羽広ダム治水容量買い上げ＋河道外貯留施設（調整池）

導水

大内ダム
かさ上げ

導水

小羽広ダム
治水容量買い上げ導水

河道外貯留施設
（調整池新設）

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

：主要地点

：基準地点

：国道

：高速道路

：鉄道

：流域界

：市町村界

凡 例

：流水の正常な機能
の維持補給区域

：水道用水補給区域

●現計画におけるダム依存量 ●採用案における施設組み合わせ

ダム名 ダム依存量 施設名 規格 施設依存量 順位

鳥海ダム 17,700 千m3 ダム再開発 大内ダム＋19.0m 8,789 千m3 1
他用途買い上げ 小羽広ダム 1,551 千m3 2
河道外調整池 11箇所 7,360 千m3 3

代替案 河口堰

　　　　　　　　　　　　　対象とする代替案

　　組み合わせ概要
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大内ダムかさ上げ
＋小羽広ダム治水容量買い上げ
＋河道外貯留施設(調整池)新設
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概略評価による抽出

事業費
(億円)

判定 不適当と考えられる評価軸とその内容

河川整備計画 1 河川整備計画に基づき鳥海ダムを新設 430 ○

利水専用ダム 2 利水専用ダムを新設 790 ○

ダム以外を中心とした組み合わせ 3 河道外貯留施設（調整池）新設 2,400 × コスト ・コストがケース11、12よりも高い

× コスト ・コストがケース11、12よりも高い

× 実現性 必要容量を確保できない

5
子吉ため池かさ上げ＋八塩ため池かさ上げ＋大内ダムかさ上げ
＋小羽広ダム治水容量買い上げ＋堰新設＋河道外貯留施設（貯
水池）新設

2,500 × コスト ・コストがケース11、12よりも高い

6
子吉ため池かさ上げ＋八塩ため池かさ上げ＋大内ダムかさ上げ
＋小羽広ダム治水容量買い上げ＋堰新設＋河道外貯留施設（調
整池）新設

2,500 × コスト ・コストがケース11、12よりも高い

7
子吉ため池かさ上げ＋八塩ため池かさ上げ＋大内ダムかさ上げ
＋小羽広ダム治水容量買い上げ＋河道外貯留施設（貯水池）新
設

2,200 × コスト ・コストがケース11、12よりも高い

8
子吉ため池かさ上げ＋八塩ため池かさ上げ＋大内ダムかさ上げ
＋小羽広ダム治水容量買い上げ＋河道外貯留施設（調整池）新
設

2,200 × コスト ・コストがケース11、12よりも高い

9
大内ダムかさ上げ＋小羽広ダム治水容量買い上げ＋堰新設＋河
道外貯留施設（貯水池）新設

2,300 × コスト ・コストがケース11、12よりも高い

10
大内ダムかさ上げ＋小羽広ダム治水容量買い上げ＋堰新設＋河
道外貯留施設（調整池）新設

2,300 × コスト ・コストがケース11、12よりも高い

11
大内ダムかさ上げ＋小羽広ダム治水容量買い上げ＋河道外貯留
施設（貯水池）新設＋河道外貯留施設（調整池）新設

1,900 ○

12
大内ダムかさ上げ＋小羽広ダム治水容量買い上げ＋河道外貯留
施設（調整池）新設

2,000 ○

分類

子吉ため池かさ上げ＋八塩ため池かさ上げ＋大内ダム（かさ上
げ・貯水池掘削・治水容量買い上げ）＋小羽広ダム（貯水池掘削・
治水容量買い上げ）＋堰新設

2,9004

利水対策案（実施内容）
ケース

No.
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